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6．遺跡の位置と環境  

富士見村は、上毛三山の名峰赤城山の山頂から南西麓の裾野にかけてを村域とし、群馬県中央  

部の県都前橋と東・両方向で隣接しています。標高140mの村域最南端（時東）から赤城山最高峰  

黒桧山1，827．6mの標高差があり、標高400m付近を赤城山南麓の市町村を繋いで東西方向に走る  

国道353号を境に、北部は山岳地帯、南部は綬傾斜裾野地帯であります。   

組之木原遺跡は、この南部に位置する富士見村大字時沢地区の最東端にあります。この時沢地  

区は、一級河川赤城白川の左岸にあり、東西の幅約2．5km、南北の幅2．Okm程の地域であります。   

赤城白川は、赤城山地蔵岳西の谷間を新坂平への登り口あたりを源に、（主）前橋・赤城線に  

沿って南下し、富士見村の中央部を縦断し、前橋市南橘地区で桃ノ木川に合流する。時沢地区付  

近を下流する赤城白川の川底は、堤内地（堤防の民地側）より高い天井川で、平常の水量は極め  

て少ないが、豪雨時は忽ち出水して急流となる河川であります。1947年9月のカスリン台風で上  

流域に発生した土石流で赤城白川が氾濫した大水害は、104人の尊い命を奪い、多くの負傷者を出  

し、流失・倒壊家屋87戸など壊滅的被害の記録が今に残っています。今は、改修整備が完成し、  

災害時の面影は何処にもありません。（『時沢とは、時によって沢となる、依ってかく名付けたり  

……』「富士見村誌続編」第四節 時沢郷と藤沢郷）   

時沢の地名は、平安期の「和名抄」に記載される勢多郡の管郷で、深田．田邑．芳賀．桂萱．  

真壁．深渠．深沢．時沢．藤沢の九郷の1つ時沢郷に比定される地名であり、（「『日本地理志料』  

では、原之郷．田口．関根．川端．日輪寺．荒牧．小沢．小暮．石井．皆沢．嶺．勝沢ノ諸邑」  

としている。）何れにしても、古くから人々の生活があったことが窺える。また藤沢郷に比定され  

る地名は無いが、河川の名で藤沢川がある。この河川は、赤城山鍋割山南西の赤城ゴルフ場東の  

谷間付近に源を発し、富士見村総合グランドの西を商流して、大字小暮24番地先から前橋市嶺町  

の境界を商流し、高花台の住宅団地の中央から勝沢町を経て南東流して桃ノ木川に合流する。勝  

沢町に隣接する高花台団地の造成工事にさきがけ昭和48年からの発掘調査で、平安期の集落の跡  

が発見されていることから、組之木原遺跡の東に隣接する前橋市勝沢町を中心とした藤沢川の流  

域が藤沢郷に推定されている。  

「時沢」は、室町期に七谷川に改称され、更に不動堂村と呼ばれるようなり、明治9年中島村と  

合併して、古郷名「時沢」を村名としたという。明治22年に時沢他13か村が合併し、合併した13  

か村から富士山が見えることから、古来「富士見十三州」という言葉に因み、村名を『富士見村』  

としたという。（「富士見村誌 続編」）  
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第2図 遺跡の位置と周辺の遺跡  

5．周辺遺跡一覧表  

番号  遺跡名   所 在 地   時  代   種 別   備  考   群馬県道  
跡台帳Noこ   

ロ  組之木原遺跡  時沢字組之木原  縄文、古墳、平安  集落跡など  本報告書  

2  縄文、平安、近世  2176  
3  平安  集落跡など  

4  

5   縄文   散布多量多い  

6  

7  墳墓  2178他  

8  縄文、平安  

9  奈良、平安  

lり  奈良、平安  

田   古墳   墳墓  

12  芳削ヒ部団地遺跡  前橋市   縄文、古墳   縄文～中近世  

注：群馬県遺跡台帳1（東毛編）及び富士見村誌をもとに作成した。包蔵地の遺跡名は便宜的に小字名をあてた。  
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基準点は、国土地理院の2級基準点 第503号、第506号から遺跡の北西地点にA0点を測設  

（「組之木原遺跡平面図」参照）した。   

グリッドは、経線（南北）を北から南ヘアルファベット順にA、B、C……、緯線（東西）を  

西から東ヘアラビア数字で1、2、3、…… 、を序列し、4mX4mのグリッド（方眼枠）を設  

定した。   

水準点 ベンチ・マークは、2級基準点 第503号 H159．03mから測設した。  

4．基本土層  

本遺跡は、後世の土地利用が活発であったと思われ、遺構確認面までの表層は薄く、撹乱され  

た部分があり、それらの影響が最も少な  

いD区に於ても表土の厚さは20～30cm程  

度であった。ここでは、D区のテスト・  

トレンチを利用して標準層位とした。   

表土（耕作土）下は、直ちにローム層  

となり、ローム層は、平均1m前後の堆  

積で、その下部は旧河道の存在を示す礫  

層となっている。  

標準層位  

Ⅰ層：耕作土  

ⅠⅠ層：黄褐色ローム DP3％  

ⅠⅠⅠ層：明黄褐色ローム SP5％  

ⅠⅤ層：暗黄褐色ローム YPl％  

Ⅴ層：褐色ローム 白色バミス3％  

ⅤⅠ層：明黄褐色ローム 白色バミス2％  

ガラス質1％  

ⅤIl層：灰黄色ローム  

ⅤⅠIl層：灰褐色シルト  

IX層：礫層  
第1図 標準堆積土層図   
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28日 住居跡レベリング調査完了遺跡平面図（1／500）測量完了、調査地埋戻開始  

1月10日 調査地埋戻・整地・現場発生ゴミ処分、現場事務所撤去 調査業務完了  

整理作業  

1月5日 測量図面・記録写真の整理開始  

8日 遺物の洗浄・注記開始  

16日 遺物接合復元・石膏入れ作業開始  

2月8日 測量図・修正・整理・編集の開始  

16日 土層注記のワープロ原稿処理開始  

23日 遺物観察表作成開始  

3月1日 遺物（土器）の実測図化作業開始  

2日 住居跡・ピット・土坑の寸法測定開始  

5日 住居跡・ピット・土坑などパーソナルコンピューター図化処理作業開始  

28日 原稿執筆作業開始  

4月3日 原稿ワープロ入力処理開始  

15日 遺物観察表ワープロ入力処理開始  

2（）日 遺物写真撮影  

30日 報告書原稿執筆・編集作業完了  

2．調査の方法  

試掘時の区分に従い、調査区を4分割しA～D区と呼称した。調査区の位置は別添「組之木原  

遺跡平面図」に示す通りとした。各区ともパワーショベルによる表土掘削後、ジョレンによる精  

査を行ない、遺構・遺物を検出した。住居跡は、基本的に直交するベルトを残し、地層断面図を  

作成し、カマドも同様とした。   

図面縮尺は、遺構の平面・断面図は1／20で、カマドの平面・断面図は1／10で記録した。   

遺跡の全体図は、「組之木原遺跡平面図 S＝1／500」として実測した。   

撹乱坑は、底面まで掘り出し、地層確認を行ない、先土器時代・縄文時代の遺構確認のため、  

当初2mX2mのピットを掘り下げ、トレンチ状に連繋して確認に努めた。  

3．遺跡の測量基準点とグリッドの設定  

基準点 A0点 Ⅹ 47，300．000m  

Y66，000．000m  

水準点  A区 BMl二162．500m  

C区 BM2163．000m  

D区 BM3二164．500m  
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Ⅰ 調査の概要・遺跡の位置と環境   

1．調査に至る経緯と経過  

富士見村大字時沢1000－3．1001－1．1004．ほかの土地について、宅地造成工事に伴う都市  

計画法（昭和43年法律第100号）第29条の開発行為の許可申請にさきがけ同法第32条（公共施設の  

管理者の同意等）の規定により、富士見村に「事前協議書」が提出され、富士見村数育委員会で  

調査検討したところ、文化財保護法（昭和25年法律第214号）第57条の2（土木工事等の発掘に関  

する届出及び指示）に規定する「周知の埋蔵文化財包蔵地」であることから、試掘調査を実施し  

たところ、古墳時代から平安時代にかけての住居跡10数軒が確認された。このことから村教育委  

員会と開発行為者（岩崎建設株式会社・所在地富山県東礪波郡福野町松原新1506－1・代表取締役  

岩崎行雄）の問で協議調整のうえ、調査面積2，200m2について発掘調査を実施することになった。   

発掘調査は、富士見村教育委員会のもとに組織する富士見村遺跡調査会の指導のもとスナガ環  

境測設株式会社で平成7年9月21日から着手した。   

発掘調査の経過は、次の通りである。（調査日誌抄）  

平成7年9月21日 バックホウなど重機器材等の搬入  

22日 作業事務所設置．現況写真撮影．除草・整地など作業開始  

26日 表土掘削重機作業開始（職員5人・作業員13人）．ジョレン掛プラン確認開始  

29日 水準点（BMl）．A区グリッド杭設置測量開始．基準点座標設置測量開始  

30日 遺跡平面測量開始  

10月4日 表採一括遺物上げなど開始  

5日 水準点（BM2）．住居跡精査開始．遺構出土状況写真撮影開始  

6日 C区グリッド杭設置測量開始  

7日 床・カマド・壁の精査開始．遺物分布図作成開始．遺物上げ開始．遺物出土  

状況写真撮影開始  

12日 テスト・トレンチ．テスト・ピットの発掘開始  

13日 地層断面図・注記・ピットセクション図作成開始  

30日 D区グリッド杭設置測量開始  

31日 水準点（BM。）開始など  

12月22日 H－1．2．3．4，5．6．7．8．9．10．11．12．13．14．15．16．17．18．  

19．20．21．22．23．24．25．26．27の全住居跡調査完了  

25日 完了検査一羽鳥主任（村調査会）  

27日 M24グリッド焼土範囲調査完了  
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5．周辺遺跡一覧表  

6．遺跡の位置と環境  

ⅠⅠ．遺構と遺物  

1．縄文時代  

2．古墳時代  

3．奈良・平安時代  

ⅠⅠⅠ．ま と め  

出土遺物観察表  

ピット・土坑表  

図版目次  

第1図 標準堆積土層図……………………… 4 第14図15号住居跡・カマド………………… 38  

第2図 遺跡の位置と周辺の遺跡…………… 5 第15図17号住居跡・カマド………………… 39  

第3図 組之木原遺跡平面図………………‥・ 7 第16図16・18号住居跡・カマド＝…………・ 40  

19号住居跡・カマド，20号住居跡…41  

20号住カマド・柱穴，22号住カマド・・・42  

23号住居跡・カマド，24号住居跡…43  

25号住居跡・カマド，竪穴状遺構…44  

1・2号掘立柱建物跡……………… 45  

8号住居跡，21号住居跡・カマド…46  

第4図 3・5号住居跡・カマド…………… 28 第17図  

第5図 6号住居跡・カマド…‥＝…………‥ 29 第18図  

第6図 7号住居跡・カマド………………… 30 第19図  

第7図 26号住居跡・カマド………………… 31第20図  

第8図 27号住居跡・カマド……………・・…・ 32 第21図  

第9図 1・2号住居跡・カマド…………… 33 第22図  

第10図 4・9号住居跡・カマド…………… 34 縄文時代の遺物  

第11図10・11号住居跡・カマド…………… 35 遺物実測図 1  

第12図12号住居跡・カマド………………‥・ 36 遺物実測図 2  

第13図13・14号住居跡・カマド…………… 37  

写真図版  

53 図版3  

54 図版4   



佐々木智恵子、測量図・遺構図・遺物図のパーソナルコンピューター解析と整理・校正を板   

垣宏、校正・編集・版下作成を新保一美・神津芳夫、遺物写真撮影を荻野博巳、製版写真を  

勝田貞幸、文章清書を勝田貞幸・須永薫子、事務を須永豊・柴崎信江が担当した。  

13 本調査に際して御協力を戴きました富士見村教育委員会を始め、関係諸機関、開発行為者、  

地元住民の皆様、調査及び整理に際して御指導、御助言を戴きました各方面の方々に衷JL、よ  

り感謝申し上げます。  

凡  

1 遺跡の位置の基準   

基準点 国土地理院の三角点及び水準点  座標系 第IX系   

A・0点座標値 X 47，300．000m Y 66，000．000m   

水準点 BM．1＝162．500m BM．2＝163．000m BM．3＝164．500m  

2 遺跡の位置図   

国土地理院発行5万分の1「前橋」を加筆して使用した。  

3 実測図の縮尺   

遺跡平面図 S＝1：500（全体図）   

遺構実測図 S＝1：40及びS＝1：80を原則とした。   

遺物実測図 S＝1：3を原則とした。   

上記の以外の縮尺を使用したときは、その度毎に表示した。  

4 遺構の略号は次を使用した。  

住居跡 H  竪穴状遺構 T  掘立柱建物跡 K   

土坑  D  柱  穴 P  

5 土層断面の土色名及び土器類の色調名は「新版標準土色帖」による。  

次  

序 例言 凡例 目次 図版目次 写真図版   

Ⅰ．調査の概要・遺跡の位置環境  

1．調査に至る経緯と経過  

2．調査の方法  

3．遺跡の測量基準点とグリッドの設定  

4．基本土層   



巨i  

1 本書は、都市計画法第29条の規定する民間開発行為（宅地造成）に伴う埋蔵文化財発掘調査  

報告であります。  

2 富士見村遺跡調査会組織  

会 長  教育長  鈴木清茂  監 事  文化財調査委貞  狩野直人  

副会長  社会教育課長  品川良治  学校教育課長  青木鶴男  

理 事  教育委員会委員長  関口光治  事務局貞 社会教育課主任  羽鳥政彦  

文化財調査委員代表 柳井久雄  

社会教育課係長  樺沢幹男  

3 発掘調査は富士見村教育委員会のもとに組織された富士見村遺跡調査会（会長鈴木清茂）の  

委託を受けスナガ環境測設株式会社（前橋市青柳町211－1代表取締役須永眞弘）が実施し  

た。  

4 調査担当 新保一美 （スナガ環境測設株式会社）  

調査員 板垣 宏 （  同  ）  

同  神津芳夫 （  同  ）  

5 遺跡名 組之木原遺跡  

6 所在地 富士見村大字時沢1003番地外  

7 期  間 発掘調査 平成7年9月21日～平成7年12月21日  

調査整理 平成7年12月22日～平成8年4月30日  

8 調査面積  A＝2，200m2  

9 出土遺物及び図面等の資料は、富士見村教育委貞会が一括して保管する。  

10 発掘調査の主な作業分担  

発掘調査は、富士見村遺跡調査会の指導のもとにスナガ環境測設株式会社で調査にあたり、  

調査・測量計画を須永眞弘（測量士第52614号）、調査の指揮を新保一美、調査・測量を板垣  

宏・神津芳夫・勝田貞幸、安全管理・外渉事務・遺構写真の撮影を神津芳夫、発掘建設機械  

運転を須永眞弘・金子正人・都丸保男、作業事務を須永豊・柴崎信江が担当した。  

11発掘調査に参加した方々  

石川サワ子、内山恵美子、山崎勘治、田子尚志、中野鶴市、小沼あき、新保勝太郎、新保松  

乃、飯島いし、斉藤まき子、大沢光子、高坂なみ、高坂やすの、関根時太、内田三郎、三俣  

光江、青木もとよ、登：坂 正、川島 幹  

12 本書は、富士見村遺跡調査会の指導のもとにスナガ環境測設株式会社が作成にあたり、第1  

章までの執筆を須永眞弘・第2章以下の執筆を新保一美が担当した。遺物の注記・復元を新  

保一美・神津芳夫・須永 豊・柴崎信江・田子尚志・都丸保男、遺物の実測・計測・拓本を   



関東平野の北西に見事な裾野を敷いて誓える赤城山は、群馬県のほぼ中央に  

位置し、自然の風光に恵まれ、四季の変化に富み、榛名山、妙義山と伴に上毛  

三山の名山の一峰であります。   

富士見村は、赤城山頂から南西麓にかけてを村域とし、その北部域は緑豊か  

な山林と赤城山頂に広がる自然豊かな景観の県立赤城公園であります。その南  

部域は養蚕・米麦・畜産・読菜などを主産とする純農村地帯も今、養蚕の低迷  

などもあり兼業農業化が進み、都市近郊農業への変容と隣接する県都前橋市の  

ベットタウン化や人口増加など市街化が進んでいます。   

富士見村では、中央公民館・老人福祉センター・総合グランドなど公共施設  

建設や都市計画区域を定めるなど、教育・文化・スポーツ・生涯学習など、農  

工商業の調和のある生活環境の整備拡充を進めているところであります。   

赤城山南麓の緩傾斜地帯は、先土器時代の人々の生活を窺う遺跡が宮城村苗  

ケ島など各所から発見されています。   

富士見村では、小暮地区所皆戸の県道（前橋・赤城線）工事現場などで先土  

器時代の石器が発見さるなど、縄文、弥生、古墳、歴史時代の古代遺跡・遺物  

の包蔵地や中・近世代の数多くの文化財を今に遺しています。   

富士見村教育委員会では、近年、農村基盤総合整備事業の一環である圃場整  

備事業など公共の開発事業や都市計画法に規定する民間開発行為などによる宅  

地造成などの工事にさきがけ、数多くの埋蔵文化財発掘調査を進めています。   

この組之木原遺跡は、民間開発行為の宅地造成工事にさきがけて、実施した  

埋蔵文化財発掘調査で、古墳・奈良・平安時代などの住居跡27軒、掘立柱建物  

跡2棟、土坑ピット65基、竪穴状遺構1基の遺構と縄文土器片、土師器、須恵  

器片、鉄製品、勾玉など多数の遺物を検出しています。富士見村の歴史に新た  

な事実を書き加えることができました。   

最後に、発掘調査に御協力、御指導を頂きました関係諸機関、開発行為者の  

皆様、調査に携わった方々に衷心より感謝申し上げます。  

平成8年4月  

富士見村遺跡調査会  

会長 鈴 木 清 茂   



ⅠⅠ遺構と遺物  

概  要  

A区は、表土が20cm弱で遺存状態は悪いが、2軒の住居跡を検出した。C区は、旧地権者の話  

によると、桑の抜根処理をし、深掘りをしてそれを埋めたとのことであったが、撹乱にもかかわ  

らず、6軒の住居跡を検出した。D区は、最も遺存度が高く、重複住居を含んで19軒の住居跡と  

2ケ所の角柱穴列等を検出した。この柱穴列は、調査区の北限近くに位置するために、列状のみ  

の調査となったが、掘立柱建物跡と考えたい。   

縄文時代の遺構については、C区とD区に若干の遺物散布がみられたため、テスト・ピットを  

設定して遺構・遺物の検出を試みたが、遺構の確認には至らなかった。   

古墳時代については、C区とD区に6軒の住居跡が検出され、うち1軒はFAの純層堆積が認め   

られる。   

奈良・平安時代については、20軒の住居跡のほか1基の竪穴状遺構、2棟の掘立柱建物跡のほ  

か、M－24グリッドに焼土の広がりがあり、薄手の聾の休部等をその基底から出土しているため、  

床面の検出は見ないものの、住居跡の可能性がある。   

時期不明の遺構としては、8号住居跡と21号住居跡、それにF－17グリッドの焼土範囲がある。  

いずれも出土遺物に乏しくかつ小片であるため、年代決定の確証を得るに至らなかった。   

1．縄文時代  

表土除去の完了時点で、C区・D区に縄文時代の遺物片が散布していた。量的には多くはない  

が、念のためテスト・ピットを設定し、遺構・遺物の検出に努めた。   

しかしながら、該期の遺構はまったく検出できず、遺構確認面での表採遺物と、後代の住居跡  

に流れ込んだと思われる若干の遺物が出土したのみであった。   

これらを大別すると、竹管文系、平行沈線系、浮線文系、爪形文、ユニオン・ジャック状の対  

角線文、無文のもの、それに縄文施文のあるものである。   

胎土に繊維を含むものや羽状縄文は見られず、縄文施文はRLを主とした小片が多い。諸磯b  

期に集中した遺物出土状況であると思われる。他に石器類と黒曜石片が数点出土している。   

2．古墳時代   

3号住居跡   

N－18グリッドから0－18グリッドにかけて位置する。南北に通路があるため住居跡の1／3弱の  

調査である。方位はN－21つ－W、調査範囲は東西2．2m南北3．7mで三角形状に3．1m2を掘り、深さ  
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は39cm床標高162．86mを測る。   

床面は平坦で堅緻である。壁は直に立ち上がる。柱穴は認められないが、カマド右隅に、径65  

cm深さ23cmの方形の貯蔵穴を有する。貯蔵穴の脇、壁寄りには白色粘土が積み上げた状態で検出  

され、一部は床面検出時に貯蔵穴を覆う状態で散布しているのが確認されている。この粘土がカ  

マドの補強材なのか土師器制作にかかわる材料なのかは、住居跡の部分的調査であったため判断  

できなかった。   

カマドは東壁のやや南寄りに付設され壁内に燃焼部を持ち、それを囲む形で粘土による袖が形  

成される。煙道部へは緩やかに立ち上がり、壁外に延びる。方位Nr860rE、幅90cm長さ146cmを  

測る。   

遺物は土師器で、口径の割に身部が浅く垂直に立ち上がる口緑の模倣杯と器肉の厚く大きな高  

坪のそれぞれ一部の他に聾の底部と鎌と思われる鉄製品が、また住居内北東隅の床面に放射状に  

並べられた6点の菰石が出土している。  

5号住居跡   

R－18・19グリッドからS－17・18・19グリッドにかけて位置する。方位はN－102ローEで、東  

壁を残して掘削を受けているため、規模は遺物の出土状況からの推定値である。東西（4．3）mx  

南北3．5m、調査面積12．6m2でカマド前とカマド脇の壁面に一部白色粘土が散布していたため、床  

面レベルをこの高さとし、深さ37cm床標高162．35mを測る。形状は横長の方形であり、柱穴・貯  

蔵穴は検出されなかった。壁は開き気味に立ち上がっている。   

カマドは東壁の北寄りに付設されるが、袖部は全く確認できなかった。燃焼部はほぼ壁ライン  

にその中程を置くことから、本来は住居内に袖を有したものと考えられる。恐らくはカマド脇壁  

面の白色粘土部分が延長して袖を形成したのであろう。幅50cm長さ103cm、主軸方位N－1170－E  

を測る。   

遺物はカマド前から床面密着で土師器襲の一部と模倣杯が出土しており、住居跡西寄りにこれ  

と同レベルで襲の休部が出土している。他に須恵器大襲の休部や小片が出土した。  

6号住居跡   

T－18グリッドからU－17・18・19グリッド、 さらにⅤ－17・18グリッドに位置する。住居跡  

の西側部分を南北に近代の溝状遺構に切られ、その周辺を撹乱されている。方位はN－63由一Eで、  

東西6．7mX南北4．7m、調査面積25．9rrjの方形を呈し、深さ56cm、床標高161．65mを測る。   

床面は不明確であるが、僅かに残るカマド前の焼土と灰層からの推定である。床面には小礫が  

散見される。柱穴・貯蔵穴は確認されず、壁は直に立ち上がる。   

カマドは北壁の東寄りに付設され、燃焼部から急激に立ち上がる形態である。壁面に残る焼土  

からの判断であるが、現状では煙道部の確認はできなかった。両袖と思われる部分に菰石状の石  
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が床面に密着して出土している。幅99cm長さ（56）cm、主軸方位N－250Wを測る。住居跡の規模・  

カマドの位置と形状からは、古墳時代の住居と思われる。   

遺物は模倣杯を初めとする土師器の襲・珂こ、須恵器の杯・高台璃・蓋等の古墳時代から近代に  

およんで出土し、また床面近くから黒曜石の小片が出土している。量的には8世紀中葉の遺物が  

かなりの比重を占める。  

7号住居跡   

K25・26、L25・26グリッドからM25・26グリッドにかけて位置する。北側に村道が走  

るため一部未調査となる。方位はN48OEで東西5．1mX南北4．7mのほぼ正方形を呈し、調査  

面積20．3Ⅰげ、深さ24cm床標高163．55mを測る。   

床面直上には、一面に炭化材と焼土が散乱し焼失住居であると思われる。柱穴は4基確認され  

たがPlは径34cm深さ9cm、P2は径39cm深さ9cm、P3は径35cm深さ13cm、P4は他のものより浅く  

小さい柱穴が2基並ぶ形態を取っている。径20cm深さ9cmのものと径19cm深さ7cmの2基を測る。   

貯蔵穴はカマド右の北東隅に径76cm深さ13cmの播鉢状に下がる形状で確認できたが、調査区外  

となるため完掘には至らなかった。壁はほぼ直に立ち上がり、床面はカマド前のみ堅緻であった。   

カマドは地山の掘り残しに粘土を貼って袖を作り、燃焼部の中心が壁ラインにかかり、緩やか  

に立ち上がっているが、煙道部はこれも調査区外となるために確認できなかった。幅118cm長さ91  

cm、主軸方位N320Wを測る。   

遺物は緩やかに開く口緑を持つ土師器の模倣杯3点と、カマドから口緑が垂直に立ち上がる小  

型碧が1点、それと一対になる単孔の甑、さらに砥石1点が出土している。  

26号住居跡   

F18グリッドからG－17・18グリッドを経てH18グリッドにかけて位置する。北は13号住  

居跡と南東部は25号住居跡と重複するが、そのいずれよりも本跡の方が古い。方位はN－260W  

で東西4．1mX南北4．9m、調査面積16．2m2で深さ42cm、床標高163．73mのやや縦長の方形を呈す。   

床面は堅緻で、壁は直に立つ。柱穴は認められないが住居内の南東隅に径58cm深さ25cmの貯蔵  

穴状の掘り込みが認められる。   

カマドは粘土で構築した袖部を住居内に持ち、小型の石を支脚とする典型的な古墳時代の形態  

を示すが、重複する25号住居跡の床面下にあるため、押しつぶされていた。幅96cm長さ164cm、主  

軸方位N71ロEを測る。   

遺物は須恵器大審の破片が主である。  

27号住居跡  

J－16・17グリッドからK－16・17グリッドを経てL16・17グリッドにかかる。北側を竪穴  
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状遺構、南東部に芋穴状の遺構が重複するがいずれよりも本跡の方が古い。方位はN－130Eで  

東西4．7mX南北4．5m、調査面積17．Om2、深さ40cm、床標高163．29mを測る方形の住居である。  

覆土にはFAの純層がレンズ状に堆積し、FA中にはサンドイッチ状に薄く小粒の軽石を挟み、FA  

の下層と上層にはFI）に近似した粗粒の軽石が見られる。このことからFA降下時の火山活動の様子  

が窺い知れよう。   

床面は堅緻であり、西壁は開き気味に立ち上がるが、他の3壁は直に立ち上がる。西壁の中央  

からやや南寄りには、一段の平坦な面を持つ掘り込みがあり、本跡と同時期の土器片が出土する  

ことから入日施設の可能性が考えられる。束壁を除く3方向に壁周溝が廻る。柱穴は3基確認さ  

れ、北東隅の1基は竪穴状遺構によって掘り起こされたものと思われ、Pl径47cm深さ37cm、P2は  

径27cm深さ46cm、P3径42cm深さ14cmを測るしっかりした造りである。貯蔵穴は径48cm深さ33cmで  

上層に土器片が出土する。この貯蔵穴の南には壁に沿って東西に延びる長円形の掘り込みがある。  

平安時代の坪小片を出土するものの埋土は新しく、芋穴であると思われる。しかしながらこの穴  

の底部に径40cm深さ23cmのピットが確認された。住居跡の外部に当たるが、Pl・P3の芯々間の延  

長線上と東壁の延長線上の交点に、この柱穴の芯を置くことから、住居跡と一体になる可能性が  

あると思われる。   

カマドは燃焼部を住居内に置き、長く引く袖を粘土で覆い、緩やかに立ち上がる部分から天井  

までを粘土で覆い、さらに緩やかに立ち上がる煙道の先端に丸く穴を開け、外部へと続く形態で  

ある。燃焼部には菰石状の支脚石が立つ。幅110cm長さ174cm、主軸方位N97OEを測る。   

遺物はカマドの本来の位置に碧の底部があり、手前側に散乱する状態で集中的に出土する。土  

師器の杯、塊、小型棄、棄破片、須恵器大審破片等の他に西壁沿いで蛇紋岩製の精緻な勾玉を出  

土している。   

3．奈良・平安時代   

1号住居跡   

07・8グリッドからP－7・8グリッドにかけて位置する。2号住居跡と重複し、本跡の  

方が古い。方位はN8OEで東西3．4mX南北4．3m、調査面積11．6m2で、深さ23cm、床標高162．  

47mを測る。南壁2．9mを最短とする台形状を呈する。   

床面は平坦で堅緻である。壁は直に立ち上がる。柱穴・貯蔵穴は認められない。   

カマドは東壁のやや南寄りに付設され、袖は地山を掘り残し、住居内に若干入り込む。燃焼部  

の殆んどが壁内に位置する。幅127cm長さ138cm、主軸方位N，930Eを測る。   

遺物は破片のみで、土師器の碧と杯が出土している。要は器肉が薄く、口縁が緩やかに外反し、  

底部はヘラによる削ぎ落としが見られる。杯は平底を呈し、緩やかに内湾する口緑を持つ。他に  

鎌と思われる鉄製品と小振りの菰石が出土している。  
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2号住居跡   

P7・8グリッドに位置し、1号住居跡と一部を重複する。本跡の方が新しい。撹乱を受け  

ており本跡の西側部分は削り取られ、Bスコリアを含む埋土が本跡の一部を覆っていた。したがっ  

て計測値は調査範囲内での推定値である。方位はN．35O－W、東西2．4mX南北2．7mのほぼ正方  

形を呈し、調査面積4．7m2、深さ23cm、床標高162．38mを測る。   

貯蔵穴はカマドの反対側の北側隅にあり、径83cm深さ36cmを測るが、柱穴は検出されなかった。  

床面はカマド前のみ堅緻である。   

カマドは東壁の南寄りに付設され、地山を掘り残した袖が低く住居内に入り込む。燃焼部は壁  

内に収まるが、貯蔵穴の確認面に比して、東壁際の床面が緩やかに上がっているので、あるいは  

東壁がやや西側に寄ることも想定される。いずれにしても撹乱のため明確な資料は得られなかっ  

た。カマドの幅は79cm、長さ172cm、主軸方位N138O－Eを測る。   

遺物は土師器の賓、J不と土師質の高台塊底部、灰柚片1点が出土している。  

4号住居跡   

N－20・21グリッドから0－20・21グリッドにかけて位置し、その東側と南側は大きく掘削さ  

れた形跡が残る。方位はN－150－Eで、規模は東西4．7mX南北3m、調査面積13．3rn2で深さ20cm、  

床標高163．05mを測る。形状は縦長の方形で床面はカマド前のみ堅緻である。カマドの南側と南  

壁際を除いて三方に壁周溝が廻る。   

カマドは東壁のやや南寄りに、地山を掘り残した袖が僅かに住居内に留る形で構築され、燃焼  

主体部は完全に壁外に置かれている。幅140cm長さ134cm、主軸方位N1000－Eを測る。   

遺物は小片のみで、土師器の嚢と杯の一部、須恵器の珂こ、高台塊の底部、蓋の一部等が出土し   

ている。  

9号住居跡   

F－14・15グリッドからG14・15グリッドにかけて位置する。住居跡の西壁部分は調査区外  

となるため未調査である。方位はN90－Eで東西（3．3）mx南北5．2m、調査面積13．7nfの方  

形で深さ35cm、床標高163．71mを測る。   

床面は全面が堅緻であり、壁周溝が調査範囲内で全て確認されていることから、カマド部分を  

除いて一周するものと思われる。壁は直に立ち上がる。柱穴は対角線上にPlが径45cm深さ6cm、  

南東隅にP2が径36cm深さ21cmで確認されたが、貯蔵穴は確認できなかった。   

カマドは東壁のやや南寄りに付設され、燃焼部を壁外に置き、比較的急に立ち上がって煙道部  

へと続く。灰かき穴は7cm程の深さで明瞭な方形を呈する。幅73cm長さ183cm、主軸方位N1040－  

Eを測る。   

遺物の殆どはカマドよりの出土で、土師器の小型台付璽が2点、小型碧が2点出土する。  
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10号住居跡   

H－14・15グリッドからⅠ－13・14・15グリッドにかけて位置する。方位はN－80－Eで東西  

4．1mX南北5．5mの縦長方形を呈し、調査面積19．Om2、深さ20cm、床標高163．55mを測る。   

床面はカマド前を除いて比較的軟弱である。北西の隅には小礫が散見できる。貯蔵穴は検出で  

きない。壁は直に立ち上がり北壁の東隅には入口施設と思える箇所があるが、外部の撹乱坑と一  

体になるため、断定できない。カマドの右側部分を除いて壁周溝が廻る。   

カマドは東壁の南寄りに付設され、燃焼部を壁外に置き、緩やかに立ち上がって煙道部へと続  

く。幅75cm長さ130cm、主軸方位N10lO－Eを測る。   

遺物は滑石製の、円を4個線刻した紡錘車が床面直上で出土し、須恵器の把手付高台域と壷の  

頸部、回転へラ切りの土師質の杯の他に土師器の賓の一部、平底傾向の強い杯などが出土してい  

る。  

11号住居跡   

J－13・14グリッドからK－13・14グリッドに位置する。本住居跡の西側半分は調査区外に延  

びる。したがって規模・形状は調査範囲の計測値である。方位はN－130－E、東西（2．4）mx南  

北5．6m調査面積11．6rn2で、深さ38cm、床標高163．20mを測る方形の住居である。   

床面は堅緻であり、カマド部分を除いて壁周溝が確認できることから、一周する壁周溝を持つ  

と思われる。壁はほぼ直に立ち上がる。柱穴はPl径60cm深さ58cm、P2径39cm深さ14cmを確認して  

いる。貯蔵穴は検出されない。   

カマドは地山を掘り残して、僅かに住居内に入り込む袖を作り、燃焼部の中程を壁ラインに置  

き、急に立ち上がって煙道部へと続く。幅132cm長さ126cm、主軸方位N－10lO－Eを測る。   

遺物は薄手の器肉を持つ土師器婆の、口緑から休部にかけてと口径が大きく、口縁を開く丸胴  

の賓などが、カマドより出土している。  

12号住居跡   

K14・15・16グリッドとL－14・15・16グリッドからM－15グリッドにかけて位置する。方  

位はN－10D－Eで、東西5．2mX南北6．8m、調査面積29．2m2で、深さ32cm、床標高163．17mを測  

る縦長の方形である。   

床面は平坦で全面堅緻である。壁周滞がカマド前を除いて全周する。壁は直に立ち上がる。主  

柱穴は4基確認され、Pl径50cm深さ63cm、P2径67cm深さ73cm、P3径63cm深さ75cm、P．径100cm、  

深さ54cmと、いずれも深くてしっかりした柱穴である。貯蔵穴はカマド右、住居の南東隅にあり、   

径67cm深さ33cmを測る。   

カマドは東壁の南寄りに付設され、僅かに地山を掘り残した袖が住居内に留まる。燃焼部は壁  

ラインにその中央を置く、やや急に立ち上がって緩やかに煙道部へと上がる構造である。幅123cm  
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長さ168cm、主軸方位N10lO－Eを測る。   

遺物は土師器碧の口緑、杯の口縁、須恵器の杯、蓋、瓶の口緑、砥石、鉄製品等が出土し、貯  

蔵穴からは土師器片がPl、P2からは土師器杯の口縁から底部にかけての破片が出土している。  

13号住居跡   

E－18・19グリッド、F18・19グリッドからG－18グリッドにかけて位置する。北壁を調査  

区境に置き、南壁の一部は26号住居跡と重複するが、本跡の方が新しい。方位はN150Eで東  

西3．8mX南北4．2m、調査面積13．1m2、深さ22cm、床標高164．09mを測る方形の住居である。   

床面は軟弱で壁は直に立ち上がる。柱穴は4基確認されPl径26cm深さ21cm、P2径53cm深さ29cm、  

P3径49cm深さ14cm、P4径56cm深さ15cmを測る。貯蔵穴はカマド右の南東隅に付設され、径71cm深  

さ18cmの三連の形態となる。西壁際の柱穴が住居隅に位置していることから、貯蔵穴とした三連  

のうちの隅際の一つは柱穴となる可能性も残している。北東隅の一基は隅をはずして置かれてい  

るが、入口施設等との関連も考えられる。   

カマドは東壁の南寄りに付設され、砂質凝灰岩の載り石を使用して袖から壁面に至る燃焼主体  

部を補強して構築され、主軸をやや南に振っている。袖は住居内に入り込み燃焼部は壁ラインに  

中央を置く。幅120cm長さ140cm、主軸方位N1140－Eを測る。   

遺物はカマドと貯蔵穴を中心に土師器の小型台付襲や襲の休部、内外共に黒色の須恵器の杯等  

が出土している。  

14号住居跡   

H－17・18・19グリッドとⅠ一17・18・19グリッドからJ－17・18・19グリッドにかけて位置  

する。表土掘削時に既に床面が露呈しておりサブ・トレンチによる確認後、焼土と炭化粒の散布  

範囲を示標として住居範囲とした。したがって計測値は推定である。方位はN20－Eで東西4．7  

mx南北5．5mの方形の住居であり、床標高164．03mを測る。柱穴・貯蔵穴は確認できなかった。   

カマドは燃焼主体部の底部と灰かき穴が確認されたのみである。地山を掘り残した右袖の痕跡  

が壁内に残るが左袖は残っていない。規模は幅125cm長さ127cm、主軸方位N－900rEを測る。   

遺物はカマド内より土師器の小型聾口緑と坪の小片、また器肉が厚く糸切り後に高台を貼付し、  

接合部を回転へラにより調整した須恵器高台塊の底部が出土している。  

15号住居跡   

H－19・20グリッドとⅠ－19・20グリッドに位置する。主軸方位N－180E、東西4mX南北  

5．4m、調査面積17．0ITf、深さ26cm、床標高163．93mを測る。南壁2．7mがすぼまる縦長の台形を  

呈する。床面は堅緻で壁は直に立ち上がる。柱穴は6基検出され、Pl径35cm深さ11cm、P2径34cm  

深さ11cm、P3径35cm深さ9cm、P4径32cm深さ12cm、P5径34cm深さ21cm、P6径30cm深さ13cmを測  
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る。カマド前を除いて壁周溝が全局する。東壁の北端にはなだらかな勾配を持つ掘り込みがあり、  

住居部分と覆土を一にし、この部分の柱穴が北壁際に押しやられるかのように付設されているこ  

とから、入口施設に関わるものと考えられる。また住居外のカマド右に径43cm深さ23cmのピット  

が検出されている。   

カマドは東壁のやや南寄りに付設され、地山を掘り残した袖が僅かに残り、左袖は壁面とする。  

燃焼部は壁外に置かれ緩やかに立ち上がって煙道部へと続く。灰かき穴が床を削るように住居内  

に及んでいる。幅93cm長さ170cm、主事由方位N－1080一－Eを測る。   

遺物は回転糸切りの痕を残す須恵器の杯2点、土師器では平底の坪数点と口縁部から休部にか  

けての婆等が出土している。他にFPを利用して作った紡錘車がある。また住居外のピットからは  

須恵器の足高高台を持つ大振りの塊と土師器の平底を呈する杯が出土している。  

16号住居跡   

J－19・20グリッドからK－19・20グリッドにかけて位置する。17号住居跡の内側に構築され、  

本跡の方が17号住居跡より新しい。方位はN－160一－Eで東西2．9mX南北3，1m、調査面積6．9m2で  

深さ33cm、床標高163．44mを測り、ほぼ正方形を呈する。床面は軟弱であり、17号住居跡より数  

cm低い。壁は直に立ち上がる。柱穴・貯蔵穴は認められない。   

カマドは東壁の南寄りに付設され、主体部を石で組み、平板上の安山岩で支脚を構成している。  

燃焼部は壁外に置き、一段高く水平に延びる煙道部を構成する。幅108cm長さ99cm主軸方位N  

1170－Eを測る。カマド右の両壁際には方形で平坦な面を持つ安山岩の台石が据えられていた。   

遣物は回転糸切りの痕を残す須恵器の杯と糸切り後ヘラ調整を施す高台塊、土師質で回転糸切  

り後高台貼付、底部へラ調整を施す高台塊（高台部欠損）と土師器の小型襲口縁部が出土してい  

る。  

17号住居跡  

Ⅰ－19・20グリッドとJ19・20グリッドからK－19・20グリッドにかけて位置し、内部に16  

号住居跡を含む。本跡の方が16号住居跡より古い。北壁沿いに耕作用トレンチャ一による撹乱が  

壁を抜いて走る。方位はN－5O－Eで東西6．1mX南北6．5m、調査面積34．4rn2で深さ32cm、床標  

高163．61mを測る。   

床面はカマド前のみ堅緻であり、壁周溝が東壁の南端と西壁のやや北寄り、およびカマド前を  

残してほぼ全周する。壁は直に立ち上がる。柱穴は4基確認され、Pl径42cm深さ9cm、P2径47cm  

深さ12cm、P3径48cm深さ14cm、P。径49cm深さ23cmを測る。P，については16号住居跡によりその  

本来の形状を損なわれた可能性も考えられる。貯蔵穴は認めれれないが、その想定される位置か  

ら円形と方形の2基の台石が並べて据えられている。   

カマドは東壁のやや南寄りに付設され、両袖が住居内に入り込むが、燃焼部は完全に壁外に置  
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かれ、緩やかに煙道部へと続く。大きく残されたカマドの割には、焼土の残りは少なかった。幅  

114cm長さ173cm、主軸方位N870Eを測る。   

遺物は回転糸切り後回転ヘラ調整の施された須恵器の杯、P。内から回転糸切り後高台貼付、底  

部ヘラ調整の塊（高台部欠損）、土師器では底部を鋭利に削り落とす碧の底部、平底の杯2点など  

が出土している。  

18号住居跡   

F－21・22グリッドからG21・22グリッドにかけて位置する。北壁は調査区外となり、南側  

は19号住居跡と重複する。本跡の方が19号住居跡より古い。耕作用トレンチャーの跡が南北に2  

条走り、床面下に及んで大量のビニルが埋まっていた。方位はN50－Eで東西3．4mX南北4．7  

m調査面積13．6m2で、深さ21cm、床標高164．20mを測る縦長の方形である。床面は軟弱で壁は直  

に立ち上がる。西壁の北寄りには入口施設状の傾斜面を持つ。柱穴は認められないがカマド右、  

住居跡の南東隅に径76cm深さ33cmの貯蔵穴を持つ。   

カマドは東壁のやや南寄りに付設され燃焼部は壁外に置かれ、主体部の左寄りに安山岩の支脚  

が置かれていた。灰かき穴はほぼ方形で壁内に床面を削って存在する。燃焼部から緩やかに立ち  

上がって煙道部へと続く。幅99cm長さ114cm、主軸方位N10lOEを測る。   

遺物は土師器の賓休部、小型碧の口縁部、須恵器の底部ヘラ調整が施された高台璃2点の他、  

埋土中より単孔の髄片や口端部に下垂した鍔を持つ羽釜片が出土している。  

19号住居跡   

G21・22グリッドからH－21・22グリッドにかけて位置する。北側は18号住居跡、南側の大  

半が20号住居跡と重複する。そのいずれも本跡よりも古い。方位N50－Eで東西3．2mX南北4  

mの主軸を最長とする台形で、調査面積10．Om2、深さ37cm、床標高164．05mを測る。   

床面は北側を除いて堅緻で、20号住居跡と同レベルにあり、壁は直に立ち上がる。西壁から南  

壁の一部にかけてL字状に壁周溝が廻る。柱穴は認められないが、カマド右、住居の南東隅に径  

65cm深さ23cmの貯蔵穴がある。   

カマドは主体部を石材によって補強し、燃焼部を壁外に置き、先端部を直に立ち上げている。  

主体部の手前には黒色の炭化物が広がり、16号住居跡のカマドと同様灰かき穴は存在しない。カ  

マドの規模は幅120cm長さ121cm、主軸方位N93D－Eを測る。   

遺物は須恵器高台域の他に土師器の襲および小型碧が出土している。  

20号住居跡   

G21・22グリッドからH21・22グリッドにかけて位置する。北側の約半分を19号住居跡と  

重複する。本跡の方が古い。方位はN－3OWで東西4．OmX南北4，1m、調査面積16．6m2で深さ  
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30cm、床標高163．99mを測る。西壁を最長とする変形した方形である。床面は19号住居跡と同レ  

ベルで堅緻な面を持つ。東壁の北側と西壁の南側から南壁にかけてL字状にニケ所の壁周溝を確  

認する。柱穴はPl径37cm深さ35cm、P2径36cm深さ35cm、P3は径43cm深さ20cm、P4は径38cm深さ  

53cmで4基確認され、いずれも中心をほぼ壁ラインに置き、丁寧にローム地山を掘り込んだ、い  

わゆる壁柱穴である。Plには底部に根石が置かれている。貯蔵穴はカマド右、住居の南東隅に位  

置し、径63cm深さ39cmを測り、ほぼ正方形をなしている。   

カマドは東壁のやや南寄りに付設され、燃焼部を壁外に置き緩やかな傾斜で煙道部へ上がる。  

この傾斜の中程に、事前に傾いて平板状の安山岩が位置する。これは天井補強用の石と考えられ  

る。規模は幅85cm長さ136cm、主軸方位N9lOEを測る。灰かき穴には黒色炭化粒が堆積してい   

る。   

遺物はカマド内から須恵器碧の休部、土師質の蓋、土師器の碧片、平底の杯が、住居内からは  

須恵器で糸切り未調整の杯、回転ヘラ切りの杯底部、底部ヘラ調整の高台域（高台欠損）、土師質  

では糸切り未調整のJ不、へラ調整の高台塊底部、糸切り未調整の高台塊（高台欠損）、土師器では  

平底のJ不を主とした多くのJ不片と、貯蔵穴底部から須恵器塊と土師器小型台付碧の一部、また、  

上層部からは墨書土器を出土している。  

22号住居跡   

G23・24グリッドからH23・24グリッドにかけて位置する。方位はN15ロEで東西3mX  

南北4m、調査面積8．Om2で、深さ42cm、床標高163．98mの縦長の方形である。   

床面はカマド前のみ堅緻であり、僅かな起伏がある。北西の隅は砂質土で小礫が露呈している。  

壁は緩やかに開いて立ち上がり、南壁の西際は張り出し状に地山を掘り残している。カマドの左  

手から西壁の殆どにかけての3方を壁周滞が廻る。柱穴は北東隅にPl径33cm深さ28cmと南壁の西  

寄りにP2径40cm深さ26cmが認められる。貯蔵穴はカマド右から南壁にまで達し、長軸126cm短軸70  

cm深さ18cmを測る。住居規模と貯蔵穴の割合、さらに土器量からすると、あるいはカマド屋的な  

施設とも考えられる。   

カマドは東壁のやや南寄りに付設され、燃焼部は壁内に置かれる。地山を掘り残した部分に粘  

土を貼り、しっかりと補強された袖が住居内に入り込む。燃焼部先端の左右には石が据えられ、  

その位置から緩やかに立ち上がっている。幅115cm、長さ163cm、主車由方位NL980AEを測る。   

遺物は灰粕の皿、長頸壷の一部、高台瑞の口緑部、須恵器棄の休部、回転糸切りの杯、底部切  

り離し後胎土を重ねてヘラ調整をした杯、土師質高台域、土師器碧3個体分と砥石2点を出土す  

る。さらにP2の中段からは内面に「中」のヘラ書きされた土師質の高台域が出土している。  

23号住居跡  

J22・23グリッドからK【22・23グリッドにかけて位置する。住居跡の南東隅は村道が走る  
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ため未調査となる。方位はN－200AEで東西3．9mX南北4m、調査面積10．8ITj、深さ24cm、床標  

高163．75mを測り方形を呈する。床面は軟弱で壁は直に立ち上がる。カマド左から西壁一面にか  

けて逆L字状に壁周溝が廻る。柱穴・貯蔵穴は認められない。   

カマドは北壁のやや東寄りに付設され、壁面から外に延びる。燃焼部は壁外に置かれ、事前に  

明確な灰かき穴を持つ。焼土に乏しく、砂質土の面で底部を検出した。燃焼部から急な立ち上が  

りを示す。幅110cm長さ141cm、主軸方位N26DEを測る。   

遺物は灰柚片、須恵器杯、土師質杯、土師器の碧、杯等の破片が出土している。  

24号住居跡   

G24・25グリッドからH24・25グリッドにかけて位置する。東側に村道が走るため、住居  

跡の西壁際のみの調査となった。方位はN160Eで東西0．8mX南北4．5m、調査面積2．5m2で探  

さ28cm、床標高164．19mを測る。床面は比較的堅く、壁は直に立ち上がる。壁際には壁周溝が廻  

る。柱穴は確認できなかった。   

遺物は須恵器杯と土師器杯2点のいずれも破片である。  

25号住居跡   

G－18・19グリッドからH－18・19グリッドにかけて位置する。26号住居跡と本跡の北西部を  

重複する。本跡の方が新しい。方位はN1lOEで東西3．7mX南北4．2m、調査面積12．5m2の方  

形で深さ32cm、床標高163．80mを測る。西壁際は投棄されたような状態で石が散乱していた。床  

面は軟弱で壁は直に立ち上がる。東壁のカマド左には壁周溝が確認されたが、その他の壁際には  

確認されなかった。柱穴は認められないが、カマド右には浅い貯蔵穴、径57cm深さ30cmが付設さ  

れる。   

カマドは東壁の南寄りに付設され、燃焼部は壁内に置く。右袖は地山を掘り残して住居内に入  

り込む、燃焼部からは緩やかに立ち上がる。カマド内には安山岩が散乱する。幅95cm長さ121cm、  

主軸方位N1060Eを測る。   

遺物は須恵器の糸切り未調整の杯、ヘラ調整の高台塊、土師質の高台塊、土師器では平底の土不、  

賓、小型台付碧の底部2個体分の他、灰柚陶器（杯）等が出土している。また、土錘5点が出土   

している。  

竪穴状遺構  

J16・17グリッドからK16・17グリッドにかけて位置する。26号住居跡の北東隅を切り本  

跡のほうが新しい。不整円形を呈し、内部に3基の床下土坑状の掘り込みを持つ。   

埋土中からは土師器婆と小型台付襲の底部、平底の杯片、須恵器糸切り未調整の高台璃などの  

平安時代の特徴を示す土器片が出土する。土器捨て場にしては遺物量が少なく、住居跡に比すと  
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出土量が多い感がある。住居を作るための掘り方だったのかどうかも不明である。渇水期にもか  

かわらず底部には僅かの湧水がある。  

掘立柱建物跡  

1号掘立柱建物跡   

F【16グリッドからF17グリッドを経てF18グリッドにかけて位置する。東西6．75m方位  

N890Wで、北側は、調査区外となるため、最南端の一列4基が確認されたのみで、いずれも  

いわゆる角柱穴である。東端の一基は13号住居跡と重複するが、本跡の方が古い。Pl東西77cmX  

南北67cm探さ52cm。P2東西66cmX南北69cm深さ51cm。P3東西52cmX南北59cm深さ68cm。P4東西  

60cmX南北56cm深さ38cmで、P。は13号住居跡の床面からの深さである。柱間は芯々間で220cmあり、  

等間隔となる。この列以南に10基余りのピットが存在するが、位置・形状から直接本遺構と関わ  

る可能性のあるものは認められない。Plからは真間期の婆の口緑部の破片、整体部の破片P。から  

は真間期の襲頸部の破片、器肉の薄い襲の底部の破片、杯片が出土しP4からは国分期の璽、頸部  

片が出土するが、これは13号住居跡からの流れ込みとも思える。   

形状等については、東西3間が言えるのみで、残念ながら言及することはできない。本跡の東  

方には小型の柱列が確認できることから、奈良時代に於ては、北側の調査区外に掘立柱建物の倉  

庫群のような建物が並ぶ可能性も考えられる。  

2号掘立柱建物跡   

F20グリッドに位置する。北側は調査区外となるため、柱穴列3基が確認されたのみである。  

いずれもいわゆる角柱穴で、方位N740W、東西3．4mであり、Pl東西46cmX南北48cm深さ25  

cm、P2東西53cmX南北48crn深さ33cm、P3東西5OcmX南北57cm深さ35cmで柱間は芯々問で125cmを  

測る。   

P2からは真間期の土師器賓の頸部小片が出土している。  

時期不明遺構  

8号住居跡   

R－19・20グリッドからS19・20グリッドにかけて位置する。住居跡の東側は大きく撹乱さ  

れ、木根が埋められていた。埋土中には土師器・須恵器の破片が散乱しており、その上部を二次  

堆積のBスコリアが一面に覆っていた。本跡はテスト・ピットの掘り下げ中に西壁の一部が検出  

されたもので三角形状に残る床面と北壁の一部からの推定値であるが、方位はN560E、東西  

（3．3）mx南北3．2m確認面積2．1m2で深さ43cm、床標高162．35mを測る。   

埋土は2％程のBPを含む黒灰褐色の中締中粘細砂の一層である。床面はやや堅い。壁は直に  

立ち上がる。柱穴・貯蔵穴・カマドは一切検出されなかった。  
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遺物も流れ込み以外は出土しない。  

21号住居跡   

F－23・24グリッドからG－23・24グリッドにかけて位置する。北側は調査区外でカマド前面  

を大きく撹乱されている。方位NrlOO－Eで東西2．7mX南北（1．1）m、調査面積2．6ITfで深さ18  

cm、床標高164．39mを測る。形状は方形を呈すると思われる。   

床面は軟弱で壁は開き気味に立ち、柱穴・貯蔵穴は認められない。   

カマドも掘り方側面が残る程度で、焼土粒を含む土を除去し、砂の面で底部をとらえている。  

位置は南壁の東寄りにあり、主軸を東に振った方形を呈す。袖部分は撹乱のため確認できない。  

方位N－15601E、幅48cm長さ52cmを測る。   

遺物はカマド右の壁面に近いところから須恵器大賓の休部とカマド内から内外ともにへラ磨き  

のされた硬質の土師片が出土したのみである。  

ⅠⅠⅠ ま と め   

本遺跡地には少量の縄文土器片が散布するため、縄文遺構と先土器時代の遺物の確認のため、  

すでに検出されている遺構の外にテスト・ピットを掘り繋ぐ調査を試みた。しかしながら遺構も  

遺物も検出できず、結果的にC区・D区の範囲で、かつて台地を開析したであろう旧河川の存在  

が確認できたのみであった。   

河床は礫によって構成され、礫上端による斜度は、D区内のG－17グリッドとG－23グリッド  

間で34．5／1000、D区G－23グリッドとC区M－23グリッドの間に於いては48／1000を測り、それ  

ぞれ1m西へ行く毎に3．5cm下がり、1m南へ行く毎に約5cm下がる地形を示していた。河道は23  

ラインから8m西へ行くと礫床レベルが上がっていることから、2条の南下流路をとるものと思  

われ、蛇行による変流と考えることができる。これが舌状台地等の微地形形成の一助をなしたも  

のと思われる。さらに水流を止めた時点でロームを覆ぶり、遺構確認面となる台地を形成したも  

のであろう。   

古墳時代については、いずれも模倣杯を伴出しているが、その形態には僅かな差異が生じてい  

ることから、時期を分けて考えるべきであろう。したがって同一集落を形成したのではなく、ま  

ばらに住居が点在したものと思われる。うち1軒についてはFAの純層により埋土されているが、  

他の住居跡にはそれが見られないことからも、このことが知れよう。   

27号住居跡は前述の如く良好なFAを堆積している。FA火山灰の間には小粒の軽石が挟まれ、′  

灰層の直上直下には粗粒の軽石を含んでいる。これらの覆土の在り様から、FA噴出期の火山活顔  

の様子を窺い知ることのできる好資料を得ることができた。  
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この住居跡のカマドは、粘土によって構築され、カマボコ状の典型的な古墳期の形態を示し、  

遺物もカマド上やその手前から土器類が数多く出土し、西壁際の床面からは、蛇紋岩製とみられ  

る勾玉を出土している。   

3号住居跡からは多量の白色粘土と放射状にならぶ菰石が検出されているが、住居跡の全貌が  

つかめぬため、いずれもその用途・目的についての判断材料に欠けている。   

7号住居跡はいわゆる焼失住居であり、カマド内より、小型の賓と単孔の甑が一対として出土  

している。   

奈良・平安時代については、D区の全域に遺構が密集し、さらに該区の北側および西側に集落  

が広がる可能性が高い。   

構造的にみると、10号住居跡と15号住居跡、さらに18号住居跡のほか、古墳時代の27号住居跡  

の壁面には、位置はそれぞれ異なるものの、スロープ状の掘り込みが見られ、あるいは入口施設  

的な構造の可能性をもっている。但し床面はそう堅くなく、18号住居跡を除いて3軒ともその前  

面には壁周溝が存在する。壁周溝の形態とその意図するところを併せ考えて、今後の解明を待つ  

ものである。  

12号住居跡には深いしっかりした主柱穴が4基あり、上屋構造の堅牢さを思わせ、20号住居跡  

には、深くはないがしっかりと壁面に掘られた、いわゆる壁柱穴が4基検出されている。   

カマドでは、16号住居跡と19号住居跡の、いずれも重複する住居内に築かれたものが、石組み  

構造であり、16号住居跡に於ては天井部の補強に、19号住居跡に於ては燃焼部外縁の補強に石が  

使われている。  

19号住居跡のカマドと同様の形態に13号住居跡と25号住居跡のカマドがあり、この2基につい  

ては砂質凝灰岩の載り石が使用されている。   

22号住居跡は、小規模ながら大量の土器等を出土している。また、住居跡の南東隅はローム地  

山が住居内に張り出すように掘り残されている。さらに床面積の割りに大きな貯蔵穴と、しっか  

りしたカマドの様相から、居住空間と考えるよりも、むしろカマド屋と考える方が妥当と思われ   

る。   

遺物では、10号住居跡出土の紡錘車が、滑石を丁寧に加工し、上面に計4個の二重円が1対3  

に刻まれている。それぞれの芯円は貫通していない。同じ文様のものが、S．57 桧峯遺跡とS．  

62 天神遺跡（いずれも前橋市教育委員会）の両遺跡から出土している。前者は「三叉錐痕？」  

とし、軸円を交点とした十文字に配列され。後者は「円形刻線」として側面に2個並んでいる。  

撚糸についての知識はないが、あたかも糸の道筋を暗示する感がある。斯道のご教示を得られれ  

ば幸いである。   

この住居跡からは、須恵器の把手付高台塊（把手部欠損）と長頸壷の口緑部が出土している。  

高台塊の内面口端部には黒色吸炭部があり、灯明具として利用された可能性が高い。長頸壷の内  

面には、タールが付着しており、油壷として利用されたものであれば、紡錘車を含む三点の聞か  
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ら、製糸に関わる生活の一端が窺われる。   

また、15号住居跡からは、FP軽石を利用した紡錘車が出土し、重量調整のためか、背が高く大  

振りの形をしている。   

20号住居跡の貯蔵穴からは、文字は判読できないが、△形の内部に一文字記されている。△形  

の中に一字を入れる例は、伊勢崎市の上植木光仙房遺跡等に類例を見ることができる。   

22号住居跡のP2中段からは内面に「中」とヘラ書きされた土師質の高台塊が出土している。   

25号住居跡からは、土錘が出土しており、この区域で漁労も行われていたことが窺える。   

K1、K2の2棟の掘立柱建物跡については、南端一列のみの検出であり、多くを語るこ  

とはできない。隣接区の調査が可能となることを望むものである。   

今回の調査では、D区に最も密集して住居跡が存在するが、管見による時代区分では、9世紀  

前半の土地利用が著しく、D区外緑部に沿って9・10・12・23・24号住居跡が大きな弧状に配列  

し、中央部を広場的に無使用空間としている。また10世紀前半にも半径を前記の半分にとった円  

弧状に14・16・22・18・25号住居跡が、同様に中央部を空間として存在させる傾向が見られる。  

集落ととらえるには調査面積が不足であるが、集落の中の一構成単位としてとらえることは可能  

であろう。その他の時期については、点在するのみで規格性は見いだせなかった。したがって、  

現状で見るような密集状態があったのではなく、時点時点において適切な空間が利用されていた  

ことが判明する。  

参考文献：群馬の考古学  群馬県埋蔵文化財調査事業団  

芳賀団地遺跡群 第2巻 前橋市教育委員会  

桧峯遺跡  前橋市教育委員会  

天神遺跡  前橋市教育委員会  
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出土遺物観察表  
洋二法量は（丑口径（卦底径（劃胴部最大径（弧野郎径（9裾部径（軌誰高（む長さ⑧幅（軌厚みG¢穿孔をcmで㈲重宝をgで表し、（）は推定値を示す。  

番号  出土位置  器形（種）  法   童  （丑胎土（診焼成（卦色調④残存   器形・製作技法の特徴   
平底気味から丸やかに内湾する休部と口緑。外面口縁郡横ナデ、体  

カマド  部ヘラ削り。内面横ナデ。   ロ  Hl  坪（土師）  乱錯）  音 

巴  H2  高台付塊  （診6．4（軒（2．3）  雷雲品莞罷）郡  器肉の厚い、ずんぐりとした形。外面右回転ロタロ整形、底部回転   カマド  （土師質）    糸切り後高台貼付。接合部手持ちへラ調整。   

カマド  3  H 3  j不（土師）  暮ま甘6）②9・1  蓋野蒜讐署含む  緩やかな棲を持ち、立ち上がりをわずかに締めて浅く開く口緑。外        面口綾部横ナデ、底部へラ削り。内面∩縁部横ナデ、底部ヘラナデ 外面黒色吸炭、内面暗灰褐色吸炭部あり。   

球形に近い休部から垂直に立ち上がる【】緑。外面【J縁部横ナデ休部  4  H 3  小型碧  駄∃艶子8  暮雲芹駅票駕計5     カマド  （土師）    斜位のヘラ削り、底部手持へラ削り。内面ヘラナデ、口綾部横ナデ  
YR7／4④70％   外面のほとんどを黒褐色に吸炭、一部赤く焼ける。内面も同様。   

平底傾向。底部外線は接地せず。外面∩縁部横ナデ、休部底部ヘラ  5  ⅠⅠ4  坪（土師）  乱錯）  害窯女‰軍記ん琶事。   削り。内面横ナデ。   
好  上げ底。直線的な休部。外血左回転ロクロ整形、底部回転糸切り無  6  H4  杯（須恵）  針鵜3．1  妥琵告7讐玩）欝若   調整。内面ロクロ水挽き。   

（須恵）  接合部回転ヘラ調整、底面ヘラナデ。   7  H 4  高台村域  ②（7．5）⑥（2．5）  蓋野農読讐罷）戸岩  整った高台部。外面右回転ロクロ整形、底部回転糸切り後高台貼付  
先端部剥離。チャート。流れ込み。   8  H 4  石斧 （短冊形）  暮i？i誅：喜。  ③灰10Y6／1  

②良好  □緑中程から∩端部を外反。外面【」綾部横ナデ、底部へラ削り。内  
9  H5  杯（土師）  鋸鵜（3．9）  音琵監禁完ゐ訳  血横ナデ。岩肌が滑らか。   

10  【Ⅰ5  牽（土師）  （∋7．2   
， 音質願諾孟完●頁岩  外血休部ヘラ削り、部分的にへラナデ。内面ヘラナデ。内外に僅か な二次焼成痕あり。   

n  H6  杯（土師）  （∋（11．6）②（10．  妾琵監禁先ゐ荒萎②良好  休部を直線的に開き、器肉の薄い底部を持つ。外面口緑部横ナデ、     0）（ら（3．4）   休部へラ削り。内面梼ナデ。器肌が滑らか。   
四  H 6  嚢（土師）  G）（24．4）  （む密黒雲母・輝石・石英・  勾厚で丸味を帯びる休部。外面r】縁部横ナデ、体部ヘラ削り、内面  

頁岩・長石（診良好（卦にぷい  口綾部横ナヂ、休部ヘラナデ。内外面に二次焼成による黒色吸炭あ  
橙5YIi6／4   り。   

13  H7  小型襲  音3：喜③12・2  ①密黒雲母・軽石・硬質頁  半球状の休部から緩やかな稜を持ち、内偵して立ち上がる口縁を持   カマド  （土師）   岩を含む（診良（卦橙2▲5YIく6／  つ。外面口縁部横ナデ、休部へラ削り後へラ研磨。器肌が荒れる。  
6④完形   内面口縁部横ナデ休部ヘラ研磨。口縁下部にヘラの当った痕跡が垂  

直に付く。底面から体側の一部黒色l吸炭、内面は休部・一面に煤付着   

カマド  14  H 7  甑（，ヒ帥）  墓1？畠5⑥9■6  ①桐密黒雲母・軽石・粗礫  単孔で緩やかに開き弱い稜を持って開き気味に立ち上がる口緑。外       を含む項）良好③鷹2．5YR7／6  帥l緑部横ナデ、休部ヘラ削り。内面口緑部横ナデ、休部へラナデ  
（弧ほぼ完形   13の小型婆とセット。   

カマド  3．3  横ナデ、身部ヘラ削り、一部ヘラ研磨。内面I］緑部横ナデ、底面へ  15  H  7  杯（」二帥）  （D12．2②10．8（を  蓄葉芽謎誓ん百岩  浅い身部に明瞭な稜を付け緩く外反する「】縁部を持つ。外面口綾部          ラナデ。部分的にへラ研磨。   
カマド  16  ＝丁  杯（土師）  妥圭子52②10・4  （彰密軽石・頁岩・黒雲母（塾  浅い身部から僅かに稜を作り、緩やかに外反する口縁を持つ。休部       良③にぷい黄橙10YR6／3  中程に沈線を周らし二段有稜とする。外面口緑部横ナデ、休部ヘラ  

④3／4   削り。内面口縁部横ナデ、底部もナデ。外面底部黒色吸炭、内面過  
半も吸炭。   

田  ＝丁  坪（土師）  （DlO．4⑥3．8  賀・三三 ＝塞■’‘  小振りで丸い棲を持ち立ち上がりを聞き、中程から直に立ち上げる 二段有稜的。外面口縁部横ナデ、身部へラ削り。内面口縁部横ナデ      4④完形  身部ヘラナデ。外面底部と内面底部の71）％に黒色吸炭。   
18  H 7  砥石  ⑧5，4⑨（8．7）⑪295  刃を立てて研いだと思われる痕跡あり。   

19  lI 7  石捗  ⑦1，8⑨0．25⑪0，39  黒曜右。無草石鉄。   

20  H9  台村碧  乱調③15・5  暮慧慶買蒜i誓書逮禿  休部上半に最人径を持つ丸みを帯びた器形。外向口縁部横ナデ、脚   カマド  （土師）    部構ナデ、休部へラ削り。内面口緑部横ナデ、休部と脚部ヘラナデ  
器肌が荒れる。体内外に二次焼成痕（黒灰色）あり。   

カマド  21  H9  碧（土師）  庄）（12．0）（卦3．7  塞霞7矧謂酢良  肩部に最大径を持つ丸味のある器形。僅かに底部をつくる。外面口      凱ヲ皇3）④11・4   縁部横ナデ、休部・底部へラ削り。内面【」緑都債ナデ、休部ヘラナ デ。体表部と内部底面に黒色吸炭あり。   
休部中央に最大径をおく。外面口縁郡横ナデ、休部ヘラ削り。内面  
口緑部横ナデ、休部ヘラナデ。体表に男色二次吸炭あり。   22  H9  聾（土師）  1（18．8）         3（22．2） 6（13，（））  

23  Ii1（）  長頚壷頸部  ④4．4   （む密輝石・白岩（診良好③灰  右回転ロクロ繋形、回転へラ切り。自然和。内面3カ所にタール付  
（須恵）  7．5YR6／1（彰頚部の8n％  宕。   

24  H10  把手付高  111．0（塾7．6  妥漂7讐‰誓諾貴覧  端正な商わ域に角棒状の把手痕が付く。外面左回転ロクロ整形、底    台椀（須  64．7   部回転糸切り後高台貼付、接合部と底面回転ヘラ調整内面ロクロ水  
恵）  挽き。把手から800程の口端内面に黒色l吸炭があることから灯明用  

具と思われる。   

25  ⅠⅠ10  土不  11（）． H（塾H．8  寒露5翫需法認母②点  丸味を帯びる。外面ム回転ロクロ整形。底部回転ヘラ切り未調整。  体表の・部を手持ちヘラ調整。軟質土器。   

26  H10  石鍍  ⑦2．9⑨0．3⑪1．12  チャート。   

27  H10  紡錘車  3連の二重円と対角上に1偶の二重円が意図的に配列。滑ホ製。   

（石製）   

カマド  2良好（釘障5YR6／6（弧4／5  へラナデ。   28  1Ⅰ11  婆（土師）  3（24．0）  1 榊密黒雲母・石英・長石  器肉が清い長襲。器肌が荒れる。外面縦位のヘラ削り。内面横位の  

24 －   



番号  出土位置  器形（種）  法   量  （D胎土（夏）焼成③色調④残存   器形・製作技法の特徴   

29  ⅠⅠ12  蓋（須恵）  （む15．0（◎2．9  （D槻密黒雲母・石英・軽  丸い中心部から端部を水平に開き、末端を垂直に折り曲げる。外面  
石・頁岩②良好（勤灰7．5Y6／  左回転ロタロ整形、回転へラ切り。ひっくり返して摘み貼付。左回        ロロ 
1④完形   転ク整形。自然和がかかる。   

30  H12  蓋（須恵）  （彰（12．6）摘径 （2．6）（酎（2．2）  妥漂願讃頁②良（低温）  端部を薄く作る端正な摘み。外面左回転ロクロ整形、回転ヘラ切り   
田  H－12  瓶口縁  （彰（7．4）（参（2．4）  （む密軽石・輝石②良（卦灰白  小径の孔から大きく開く口端。外面左回転ロクロ整形。焼成時の自  

カマド  （須恵）  N7／0④口緑部の30％  然柚痕あり。   

32  H－12  日割滑石製）径1．5（参0．6⑧0．3⑪1，85  半完製。   

33  H12  鉄製品釘？（診（6．1）⑧0．4⑪1（）．67  

34  Ⅰ・Ⅰ13  台付牽  1（13．6）   1桐密黒雲母・輝石・頁岩  体上半部に亘る極端でない最大径による安定感のある作り。外面口  

（土師）  3（14．6）  暮良約橙5，R6′唖l′2  縁部横ナデ、休部へラ削り、脚部梼ナデ。内面口緑部梼ナデ、休部     6（18．4）   ヘラナデ、脚部横ナデ。二次焼成による男色【吸炭が内外にある。   
35  H－13  襲（土師）  1（19．0）  （∋密黒雲母・軽石・石英・  明確なコの手口縁。外面口緩から頸部横ナデ、体表斜位のヘラ削り     暮（16．。）  長石・巨岩（多良（卦橙5YR6／  

8（め1／4   

2（20，0）   頁岩②良（卦にぷい橙7．5Y  部横ナデ、休部へラナデ。内面口綾部横ナデ、休部ヘラナデ。器肌  
6（17．0）   36  H13  襲（土師）  1（16．0）  （∋密黒雲母・輝石・軽石・  休部半ばに最大径を持つ。ヘラ削りによる角張った体表。外面口縁                R6／4④1／5  が荒れる（内面）。内外に黒色二次吸炭あり。   

37  H13  坪（須恵）  113．4②6．0  （》桐密雲母・軽石・頁岩（診  小径の底部から丸い休部に続き、口端部を外反する。外面右回転ロ     63．7  良（卦オリーブ黒5Y3／1  タロ整形。底部回転糸切り無調整。内面右回転ロタロ整形。内外面  
④2／3   黒色。軟質土器。   

38  H14  高台付碗  ②（9．2）   
カマド  （土師質）  3灰白5YR8／1④底部1／5  後高台貼付。接合部及び底面回転へラ調整。灰色二次焼成痕あり。   1密輝石・軽石②良好  端正な高台。丁寧な調整。外面左回転ロタロ整形。回転ヘラ切り？  

39  H－15  杯（土師）  臥5②8・0  1桐密黒雲母・頁岩②良好  平底。外面口繚部横ナデ、底部ヘラ削り。内面口緑から身部過半横      3橙7．5YR7／6④2／3  ナデ。中心部へラナヂ。   

40  H15  坪（須恵）  暮ミラぅ1②7・5  （∋密輝石・軽石（診良好（高  休部を緩やかに外反し、口綾部さらに外反。外面右回転ロタロ整形      温）③灰白7．5Y7／1（弧2／3  内面底部回転糸切り無調整。休部外面と内面口縁部に黒色吸炭。体  
表の一部自然柚。   

有茎。   
41  H15 カマド  鉄鉱（鋤 身か？）  凱ほ⑧3・7  

1梱密黒雲母・貢岩（塾長好  平底。口縁部横ナデ、底部ヘラ削り。口緑から身部過半横ナデ、中  
42  H－15  杯（土師）  紺鵜3．。          3橙7．5YR7／6（む2／3  心部へラナデ。   
43  H15  石鍍？  （∋（1．9）⑧1．8（卦0．4⑪1．82  チャート。   

44  H－15  紡錘車  大振り。軸を偏芯。FP使用。   
（軽石製）   

45  H15  高台付域  書手苧畠0②10・2  （∋密頁岩（訂良好（診表灰7．  大型足高高台。外面右回転ロクロ整形、糸切り後高台貼付。内面ロ    （須恵）   5YR6／1内灰自10Y8／1  
（彰1／2弱   

46  H16  高台付塊  暮まチ∂・8）②6・9  音漂窒題詩是認訝  内端を接地する高台。外面右回転ロタロ整形、高台貼付後ヘラ調整    （土師質）    軟質土器。   
47  H16  鉄製品釘  ⑦7．5（沙0．8⑪11．33  

48  H16  鉄製品釘？  （む（4．9）（診0．7⑪5．72  

（須恵）  49  ⅠⅠ17  高台付塊  ①（10．5）⑥3．7  暮欝5警訊凄㌍良好  小振りで端正な造り。平坦な底面から緩やかに開く口縁。外面右回        転ロクロ整形、回転糸切り後高台貼付。高台及び接合部を回転ヘラ  
調整。内面丁寧な水挽き。   

50  1117  鉄製品釘  （む（7．3）⑧0．4⑪4．04  

51  H17  杯（土師）  塞jチぎ・2）②8・7  暮雷毘誓熱雷悪霊最好  平底傾向。直に立ち上がる口縁。外面口緑部横ナデ。休部へラ削り 内面口縁部から身部にかけて横ナデ。底面ヘラナデ。   

52  H・－17  J不（土師）  臥6②8・8  審望露題字諾誌芳  丸底で内湾する口緑。外面口縁都債ナデ、底部ヘラ削り。内面口縁 から身部にかけて横ナデ、底面ヘラナデ。   
53  H17  坪（土師）  庄）11．9（参3．2  （彰密黒雲母・軽石・頁岩・  平底傾向。口綾部を内湾する。外面口緑部横ナデ、休部ヘラ削り。  

石英②良好③橙5YR6／6（彰  
完形   

（∋密輝石・果雲母・軽石（診  急激にすぼまる底部。外面休部ヘラ削り、底部ヘラ削り後ヘラナデ  
54  H18  聾（土師）  針鵠）  艮好（卦にぷい赤褐色5  

YR5／4④1／5   

55  H19  高台付璃  ・2）②7・3   大型の高台域。外面左回転？ロタロ整形。内面水挽き。内外とも底  

暮去チg  喜苦葬警晶YR7′3      （土師質）    部から休部にかけての黒色吸炭。   
56  H19  高台付塊  暮去さぎ・2）②7・1  音質産廃歪溝雷電腎  すっきりと立ち上がる休部から口端部を水平に開く。外面右回転ロ    （土師質）    タロ整形、底部回転糸切り後高台貼付、接合部回転へラ調整。内面  

水挽き。体表に黒色吸炭。内面口端部に暗灰色吸炭。   

57  H19  高台付塊  暮普6）②7・0  （∋密輝石・頁岩・軽石・石  ふくよかな休部に口端都債かに外反。外面左回転ロクロ整形、底部    （土師質）   英②良好③灰白2，5YR7／1  回転糸切り後高台貼付。接合部ヘラ調整。外面底部と休部、内面底  
④1／3   部から休部黒色吸炭あり。   

58  H－19  壷（灰粕）  暮f王宮：書‡  ④1／3底～肩   
外面右回転ロクロ整形。内面ロタロ水挽き。   

59  H19  鉄製品釘？  （D6．5（診0．5⑪12．60  

60  H20  坪（須恵）  暮≦チg・8）②6・0  （∋密黒雲母・粗粒・石英・  小径の底部から丸く休部を持ち、僅かに外反する口緑を持つ。外面      頁岩（診良好③灰5Y6／1  
④3／4   

一 25－   



番号  出土位置  器形（種）  法   量  ①胎土②焼成③色調④残存   器形・製作技法の特徴   

にかけて横ナデ。底面中央へラナデ。   61  H20  杯（土師）  暮甘6）②7・8    平底。外面口縁部横ナデ。指頭圧痕。ヘラ削り。内面口縁から底面  
62  H21  土不（須恵）  ②（4．0）⑥（1．9）  ①密輝石・軽石・貢岩②艮  

好③明褐灰色7．5YR6／1（彰  
10％   

63  H－22  高台付璃   貢岩  底部から直に開き口綾部外反。体半ばから器肉を薄くする。外面右  

紺鵜7．7  書評畏滞ら      （土師質）    回転ロタロ整形。内面ロクロ水挽き。軟質土器。体内ににぷい貴褐 色吸炭、体表に灰黄褐色吸炭。   
64  H22  嚢（土師）  翫  下部を内傾化するコの字口縁。外面口縁部横ナデ、休部ヘラ削り。  鋸描  蓋野蒜畏詫   内面口縁都債ナデ、休部ヘラナデ。体表に黒色二次焼成痕あり。   
65  H－22  杯  ①（14．0）⑥5．1  ①密黒雲母・頁岩・軽石②  平坦な底から丸く開き、口端部を外反する。外面右回転ロタロ整形  

（土師質）  良③にぷい橙7．5R7／4  回転糸切り後高台貼付、接合部回転ヘラ調整。内面右回転ロタロ整  
（彰1／2弱   形。軟質土器。   

66  H－22  長頸壷  ④6．6   ①密貢岩②良好③灰白2．5  肩部に丸味を持たせた休部に作り上げた頸部を接合。外面ロタロ水  
（灰和）  Y8／1④接合部のみ   挽き。内面回転ヘラ調整、接合部回転ヘラ調整。刷毛塗り。   

67  H－22  杯（須恵）  暮去チ言・7）②6・0  ①桐密頁岩・軽石・雲母②  小径の底部から丸く休部を作り出し、口端部を緩く外反。外面右回      良③灰白5YR7／1④2／5  転ロタロ整形、糸切り後胎土を貼りヘラ調整。安定度を増すための  
負荷か。内面ロクロ水挽き。軟質土器。   

68  H－22  高台付皿  暮去チ言・1）②7・1  ①桐密輝石・頁岩②良好③  外面左回転ロタロ整形。底部ヘラ調整後高台貼付。接合部回転へラ    （灰柚）   灰自2．5YR8／1④4／5  調整。施触（刷毛）。内面ロタロ整形後底面の半分程を手持ちへラ調  
整。（灰和）   

69  H－22  襲（土師）  紺二3i  頸部へラナデ、休部斜位を基本とするヘラ削り。内面口縁横ナデ、  コの字終末。胎土が柔らかい。表面凹凸あり。外面口縁部横ナデ、  頸部下から粗い横ナデ、休部から下へヘラナデ。   
70  H22  鉄製品釘  （D8．5（参1．0⑪16．82  

田  H22  杯  ①14．2②8．0⑥  ①密黒雲母・貢岩②艮③に  休部を緩やかに開き、口端部を外反する。外面右回転ロタロ整形、  
（土師質）  5．5   ぷい黄橙10YR7／34口辺  回転糸切り後高台貼付。高台及び接合部回転ヘラ調整。内面ロクロ  

部1／3欠損   水挽き。軟質土器。   

H－22  砥石  ⑦7．5⑧5．4⑪135  

H22  砥石  ⑦（9．3）⑧3．3⑪178  

カマド  74  H－23  ±不（須恵）  紺鵜（。．2）  ①桐密輝石．貢岩／軽石②  小振りの整った形。口端部を外反する。外面左回転ロクロ整形。外       良好（診灰自7．5YR7／1④30％  面自然柚。外面に灰色（7．5Y5／1）二次焼成痕あり。   
75  H－24  杯（土師）  ）   

至る横ナデ。二次焼成痕あり。   針錯   蓋琶芸責苛腰莞良好  内湾するロ縁。平底傾向。外面口綾部横ナデ。内面口縁から底部に  
76  H－25  土鍾  ⑦4．4⑧2．5  ①相密黒雲母・軽石②良好   偏芯。比重あり。ずんぐりとする。外面ヘラナデ。灰白色二次  

⑩0．45⑪27．65  （卦にぷい黄橙10YR7／2④完形   焼成痕。   

77  H－25  土錘  ⑦5．1（診2．1  

⑩0．50⑪18．35   

田  H－25  土錘  ⑦4．0（診2．5  
⑩0．70⑪20．63   

79  H25  土錘  ⑦3．3⑧2．2  
⑩0．70⑪12．16   

80  H－25  土鍾  ⑦3．4⑧2．1⑩  
（0．6）⑪（5．97）   

・2）②8・6  頁岩  平底から緩やかに開く安定した形。外面口縁部横ナデ、底部手持ち  
81  H－25  杯  暮さチぎ   

書写群 
ヘラ削り。内面口縁部横ナデ、底面ヘラナデ。軟質土器。   

82  H25  杯（須恵）  暮去ヲ占6②5・6  ①桐密黒雲母・石英・軽  小径の底部から丸やかに開く休部。外面右回転ロタロ整形、底部回      石・貢岩②良好③灰自7．5  
Y7／1（彰完形   

83  H－26  杯（土師）  ①11．6⑥3．9  書聖露題覧施諾  丸い身部から明瞭な稜を持ちやや開き気味に立ち上がる。口端内面 は角度を持って開く。外面口綾部横ナヂ、身部ヘラ削り。内面口縁 から身部大半にかけて横ナデ 
。身部中心のみヘラナデ。   

84  H－27  簡（土師）    警讐讐題警護弄怒琵③  口繚部と胴部最大径を一致する。外面口縁都債ナヂ、休部櫛状工具 による縦位の削り。内面口緑部横ナヂ、休部横位の棒状工具による ナデ。外面に二次焼成痕による黒色吸炭あり。   
85  H－27  小型碧  ①11．1⑥17．0  ①密集雲母・軽石・貢岩②  胴中央に最大径を持つ。端正なつくり。外面口緑部横ナデ、休部縦  

（土師）  良好③橙7．5YR6／6（彰4／5  位のヘラ削り、底部ヘラ削り。内面口緑部横ナデ、休部ヘラナデ。  
体表からロ縁にかけて黒色吸炭あり。   

カマド  86  H27  襲（土師）  塞浩3）②8・0  粉室男’≡≡‾．占当≡■諸■  中央部に最大径を持つ。外面口縁部横ナデ、休部ヘラ削り、底部へ        ラナヂ。内面口緑都債ナデ、休部ヘラナデ。下半1／3の接合部に棒状      4（初口辺部2／3欠損  工具によるナデ痕 
。体表に黒色吸炭。部分的に赤色塗彩痕あり。   

87  H－27  勾玉（石製）  ⑦4．3⑧1．2⑩0．20⑪19．69  蛇紋岩か。   

カマド  88  H－27  璃（土師）  ②7．8（卦13．2  暮慧告膵豊吉占看護  
部2／3   

－26－   



番号  出土偉置  器形（種）  法   皐  （D胎土（診焼成（劃色調④残存   器形・製作技法の特徴   

89  H27  杯（土師）  （丑12．0⑥5．2   

蓋軍票蒜蕃輝石  丸味を帯びたふくよかな形。器肌が荒れる。赤色婆彩痕が内外に残 る。外面口縁都債ナデ後横位ヘラ研磨。身部へラ削り後へラ研磨。 内面口縁部横ナデ後横位のへラ研磨。体表の－・部に吸熱による赤色  
変成あり。内面に赤色塗彩痕あり。   

9（）  ⅠⅠ27  坪（土師）  凱諜）②5・6  釜琶茅儲占莞男良好  扁平な底部から丸い休部をつくり口端部を内湾する。外面口綾部横 ナデ、休部へラ削り後ヘラナデ、底部ヘラ削り後へラナデ。内面口 緑部梼ナデ、休部放射状へラ研磨。内外に吸炭による黒色変化あり   

カマド  91  1127  珂こ（土師）  暮三チ三・2）②＝  慧欝5現害芳恩民芸富㌍  半球に口縁を付ける形態。内外面赤色塗彩。外面口綾部横ナデ後へ        ラ研磨、身部へラ研磨。内面口縁横ナデ後横位のヘラ研磨痕が残る      4欠損  部分あり。体上半部斜位のへラ研磨。外面底部に二次焼成黒色吸炭  
痕あり。   

92  T l  坪（須恵）  紺鵜（。．。）  （彰密黒雲母・軽石・頁岩（参  休部から口練にかけて直に開く。外面左わ】転ロクロ整形、回転糸切      良（卦灰白10Ylモ8／1（彰1／4  り無調整。内面水挽き。軟質土器。   

ピット・土坑表  （）は推定値を示す  

法 皇（cm）  
番 号  位  置    （長径×短径×深さ）   平面形  備 考  番 号  位 置  法 量（cm） （長径×短径×深さ）  平面形  備 考   

P1  E16G   （67）×（60）×38  方 形  35  G20G   44×40×23  円 形  

2 E16G 60×59×43  円 形  36  G20G   5SX53×12  円 形  

3  F16G   33×27×42  円 形  37  G16G   60×52×27  円 形  

4  E16G  38  G16G   49×47×5  円 形  

F16G   77×67×52  方 形  K11                  39  G16G   29×26×15  円 形  

5  F17G   37×29×25  楕円形  40  G16G   37×36×6  円 形  

6  F 17G   69×66×51  方 形  K12  41  Hr16G   21×20×17  円 形  

7  E17G  42  Ii16G   5（）×43×36  円 形  

F17G   54×50×6  円 形  43  1Ⅰ16G   26×25×2〔）  円 形  

8  F17G   59×52×68  方 形  K1 3  44  Ⅰ16G   56×47×31  円 形  

9  F16，17G   61×60×55  方 形  45  Ⅰ16G   36×33×32  円 形  

10  F17G   65×49×25  楕円形  46  116G   （53）×（44）×39  円 形  

F17G   79×75×47  方 形  47  I16G   （4〔り×（40）×47  円 形  

12  F15G   50×46×9  円 形  48  Ⅰ16，17G   70×55×19  方 形  

13  F15G   41×40×9  円 形  49  116G   52×（42）×11  円 形  

14  G15（i   66×58×1ぐ）  円 形  50  116G   56×（47）×15  円 形  

15  G14G   45×43×4〔）  円 形  51  J16G   94×88×24  円 形  

16  G15（；  52  J21G   60×58×6  円 形  

H15G   216×85×34  不定形  53  l22G   67×62×20  円 形  

17  H・15G   44×42×32  円 形  54  （i24G   川5×81×15  楕円形  

ⅠⅠ15G   36×34×二i8  円 形  55  fl15G   33×25×19  楕円形  

19  Ⅰ17G   44×42×33  円 形  56  H15G   25×24×1（）  円 形  

20  Ⅰ17G   25×23×23  円 形  57  H 15G   54×48×22  円 形  

21  Ⅰ17G   22×22×22  円 形  58  115G   39×38×36  円 形  

F19G   96×91×33  円 形  59  I15G   39×38×43  円 形  

23  F19G   94×68×65  不定形  60  M14G   59×55×16  円 形  

24  F 20G   48×46×25  方 形  K21  61  K 19G   46×42×24  円 形  

25  F20G   53×48×33  方 形  K22  62  K19G   43×40×12  円 形  

26  F 20G   34×30×33  円 形  63  I、20G   40×36×3〔）  円 形  

27  F2（）G   54×44×43  楕円形  64  L16G   76×71×3  円 形  

28  FZOG   1（）8×61×1日  長方形  65  F17G   78×72×35  方 形  

29  F20G   73×67×44  円 形  66  F17G   81×67×65  円 形  

31）  G19，20G  112×102×9  円 形  67  F20G   57×50×35  方 形  K 2 3   

31  G19G   57×52×33  円 形  68  L17G   41×32×27  楕円形  

32  G19G   56×40×25  楕円形  69  F18G   60×56×38  方 形  K14   

33  G 19G   43×37×29  円 形  70  F17G   57×4（〕×4r）  楕円形  

34  G20G  71  F18G   51×49×13  方 形  

ⅠⅠ20G   117×109×33  円 形  D l  L17G   238×99×50  長楕円形  

－27－   
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‾‾哀窮‾  3号住居跡カマドセクション  

1 暗褐色 弱締弱粘細砂 徴′ト遺物粒1％  

2 灰褐色 ホ締弱粘徴砂（粘土）FP粒3％  

寸／／  

3 灰色 高締弱粘微砂（粘土）壌土5％  
4 暗灰橙色 中締弱粘細砂 焼土粒7％灰を含む  
5 橙灰色 中締高粘微砂（焼土）  
6 暗灰褐色 弱締弱粘コロイド細砂  
7 褐色 高締弱粘細砂（粘土）ローム粒・焼土粒5％  
8 黄灰色 高締弱粘細砂（粘土）FP粒・小口ーム粒20％  
9 灰褐色 腋締弱粘髄砂（粘土）ローム粒20％  
10 暗褐色 高締中粘微砂 ローム粒3％  
11黒灰色 弱締弱粘微砂 灰と庚の混在   

貯蔵穴セクション  
1暗灰褐色 中綿弱粘コロイド紬砂 灰と焼土粒10％  
2 暗灰褐色 中締弱粘コロイド微砂 ロームブロック7％  
3 灰褐色 中綿中粘細砂 ローム粒10％  

3号住居跡セクション  

1黒褐色 中締弱粘細砂 BP3％FP3％遣物粒2％  
2 暗褐色 弱締弱粘徴砂  
3 黒褐色 中締弱粘細砂 BP2％FP3％遺物粒1％  
4 黒灰色 弱締中粘コロイド細砂 BPl％FP2％遺物粒2％  
5 暗褐色 中綿中粘コロイド細砂 CP・BP2％FP3％遺物粒・炭化粒1％  
6 暗褐色 弱締弱粘微砂コロイド 白色粘土7％炭化粒3％境土粒2％FPl％  
7 暗灰褐色 中締弱粘微砂コロイド CPl％白色粘土2％遺物粒3％灰2％  
8 暗褐色 弱締弱粘細砂 FP2％ローム拉2％  
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5号住居跡セクション  

1黄褐色 中締微粘細砂 BP・CP3％  
1，黄褐色 中締徴粘細砂 BPl％ローム粒3％  
2 暗褐色 中締微粘細砂 CP20％  
3 黒褐色 中綿微粘細砂 CP15％  
4 時黄褐色 中締微粘細砂 黄褐色ローム30％  
5 黒褐色 中締弱粘徴砂 CP30％  
6 褐色 弱締徴粘細砂 ローム粒・CP5％  

5号住居跡 カマドセクション  

1 灰褐色 中締弱粘蘭砂 BP2％  
2 暗灰褐色 中綿弱粘細砂 BP2％FPl％庚・ローム粒2％  

3 暗褐色 中締弱粘微砂 BP2％FP2％焼土粒2％ローム粒3％  
4 灰褐色 中締弱粘微砂 BPl％ローム粒10％  

5 灰褐色 中締中粘徴砂と焼土ブロック6／4  
6 暗褐色 弱締弱粘細砂 焼土粒2％BPl％FPl％炭化粒3％  

第4図 3・5号住居跡・カマド  
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7 暗黄褐色 弱締中粘微砂とロームブロックの混在  
8暗褐色 高締弱粘細砂 CP・遺物粒3％  
9 暗褐色 弱締中粘細砂 ロームブロックに斑文が入ったもの  
10 晴美褐色 高締中粘細砂 CP・遺物粒10％  
11黄褐色 中綿中粘微砂 CP7％焼土粒3％  
12 暗橙色焼士ブロック  
13 暗黄褐色ロームブロック  

6号住居跡セクション  

1灰褐色 弱締微粘砂質土 BP7％  
2 暗灰褐色 弱締中粘細砂 ロームブロック桑根混入  
3 褐色 高締微粘細砂 CP・遺物粒30％  
4 暗褐色 中締弱粘細砂 CP15％  
5 暗褐色 弱締中粘微砂 CP3％  
6 暗黄褐色 高締中粘微砂とロームブロックの混在  
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6号住居跡 カマドセクション  

1暗褐色 中綿弱粘細砂 ローム粒3％BP・FPl％′ト礫を含む  

2 暗灰褐色 中締弱粘細砂 ローム粒5一路  

3 黒灰褐色 中綿弱粘細砂 ローム粒20％  

4 暗褐色 中締弱粘細砂 ローム粒5％  
5 黒褐色 中締弱粘細砂 ローム拉5％炭を含む  

6 暗赤褐色 中締微粘細砂 焼土ブロック  

ト
 ．

 

第5図 6号住居跡・カマド  
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P－1セクション  

1暗褐色 中締弱粘細砂と黄褐ロームブロック20％  

2 黄鴇色 中綿弱粘細砂ローム  
3 灰褐色 中締弱粘細砂 炭10％   

P－2セクション  

1 灰褐色 中締弱粘細砂 灰10％  
2 暗灰褐色 中締弱粘細砂 ローム粒3％  

3 黄褐色 中締弱粘細砂 ローム・焼土粒3％   

P3セクション  

1 灰褐色 中締弱粘細砂 暗橙褐色ロームブロック10％  
2 暗褐色 中締弱粘細砂 ロームブロック3％  

3 暗灰褐色 中締弱粘細砂 ローム7％  

4 暗黄褐色 中締弱粘細砂 ロームブロック   

P－4セクション  

1 暗灰色 中締弱粘細砂 ローム粒5％  

2 黄褐色 中締弱粘細砂ローム  

3 暗赤褐色 中締弱粘細砂 ロームブロック5％  

4 灰褐色 弱締弱粘細砂 ローム粒7％   

貯蔵穴セクション  
1 暗灰褐色 弱締弱粘細砂 FP2％ローム粒5％  

焼土粒3％庚2％  
2 灰白色 弱締中粘細砂と黄褐色ローム5／5  

7号住居跡 カマドセクション  

1 黒褐色 中締弱粘徴砂 焼土粒3％FP3％  

2 暗褐色 弱締弱粘細砂 FP2％焼土粒2％  
3 暗灰色 弱締弱粘細砂 FP2％焼土粒2％炭7％  

4 灰褐色 中締中粘細砂 FPl％焼土粒2％  

5 灰褐色 弱締弱粘細砂 FP2％焼土粒2％炭あり  
6 暗灰色 弱締中粘細砂 白色粘土7％壌土粒7％  
7 暗橙褐色 中締弱粘細砂 焼土ブロック  
8 橙褐色 中綿弱粘細砂 壌土  
9 灰褐色 弱締中粘細砂 FP2％焼土粒2％  
10 暗褐色 中綿弱粘細砂 BP2％ローム粒2％  

7号住居跡セクション  

1黒褐色 中締弱粘細砂 3皿¢CP15％混入  
2 灰褐色 中締微粘砂質土 2cm¢炭（仙X）を7％含む  
3 暗黄褐色 中締微粘細砂 CP5％ローム粒3％  
4 黄褐色 中綿練粘細砂 CPl％  
5 暗褐色 中締弱粘細砂 CPl％  
6 赤褐色 4と明美橙色焼土の混在  
7 灰褐色 3と2の混在  
8 暗黄褐色 中綿中粘ローム  
9 褐色 弱締微粘粗砂（根による撹乱土）  
10 黒褐色 中綿中粘微砂 5に炭化物が混入  
11褐色 高締中粘粗砂 2cm¢（仙X）のCPを15％含む  
12 暗橙色壌土ブロック  
13 暗灰褐色 弱締弱粘細砂 FP2％ローム粒5％焼土粒3％炭2％  

－＿＿‾二王三ごミl  
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第6図 7号住居跡・カマド  
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7 灰褐色 中締弱粘細砂 BPl％FP2％ローム粒1％  
8 暗黄灰色 中綿中粘細砂 BPl％ローム粒7％  
9 共灰色 中綿中粘粗砂 ローム粒15％  
10 暗褐色 中締中粘徴砂 ローム15％  
11褐色 中綿中粘微砂 FP2％  
12 灰褐色 中締中粘細砂 BP2％  
13 灰白色粘土に褐色細砂30％  
14 暗褐色 中綿中粘微砂 焼土20％  

26号住居跡セクション  
1褐色 中締弱粘細砂 BP3％FP3％ローム粒1％  
2 暗褐色 中綿中粘徴砂 BPl％FPl％CP2％  
3 褐色 中締弱粘細砂 BPl％FP2％  
4 暗灰褐色 中締中粘コロイド細砂 BPl％FP3％ローム粒3％  
5 褐色 中綿中粘細砂 BP2％FPl％ローム拉10％  
6 明褐色 中締弱粘粗砂 ローム粒10％  

貯蔵穴セクション  
1 暗褐色 弱締弱粘細砂  

ローム粒5％  

2 黒褐色 弱締中粘徴砂  
ローム粒2％  

3 黄褐色ロームに暗褐色  

弱締弱粘細砂30％と  

CP2％を含む  

26号住居跡 カマドセクション  

1 灰自褐色 中締弱粘粗砂焼土粒3％と暗褐色  

中締中粘細砂FP2％との7／3  

2 蕾灰色 弱締弱粘微砂 焼土粒3％炭5％の灰層  
3 灰褐色 中締中粘コロイド細砂 ローム粒2％  
4 黒色炭層  
5 橙褐色 中締弱粘細砂 焼土ブロック  
6 灰橙色焼土ブロック  
7 暗褐色 中締中粘細砂 焼土B30％  

8 書灰色 弱締中粘微砂 灰層  
9 褐色 弱締中粘細砂 小BP3％ローム粒2％炭2％  

10 灰褐色 中締中粘細砂 ローム粒3％  
11灰橙色 弓弓締弱粘細砂焼土ブロックと暗灰色弱締弱粘  

徴砂4／6  

12 灰褐色 弱締弱粘細砂 FPl％  

け
．
一
¢
▲
．
一
〇
∃
 
 

旦
 
 

旦■164．10m  

第7図 26号住居跡・カマド  

ー31－   



N
一
日
≠
－
丁
 
 
 

爪 0 5  ヽ、 一b  

盲
 
 ＿  ＿巳■16さ．5加  

・、∴∫＿  

E▼†65．40爪 ＿旦－   

㌧  

27号住居跡 カマドセクション  

1 暗灰色 中締弱粘細砂 CP2％焼土粒3％  

2 暗灰褐色 中綿弱粘粗砂 FP2％焼土粒3％  

3 黒褐色 弱締弱粘コロイド細砂 焼土粒5％  

4 黒灰色 弱締弱粘微砂（灰層）  

5 橙褐色 中締弱粘細砂 焼土ブロック  

6 灰褐色 中締弱粘細砂 粘土ブロック  

7 褐色 中綿弱粘微砂 CP3％  
8灰褐色 高締弱粘徴砂 CP3％白色粘土5％  

9 暗灰橙色 高締弱粘蘭砂 CP2％（粘土20％）  

P1セクション  
1 暗灰褐色 中綿中粘細砂 BP2％ローム粒3％焼土粒1％  

2 暗灰褐色 弱締中粘細砂 ローム粒5％  

3 灰褐色 弱締中粘コロイド細砂  

4 黄褐色 中綿中粘細砂 ハードローム  

P 2セクション  

1 暗灰褐色 中締弛粘コロイド細砂 BP2％FPl％ロームブロック5％  

2 褐色 中綿中粘細砂 BPl％ローム粒3％礫数点  

3 暗褐色 中締中粘粗砂 ローム粒2％  

4 灰居 中締中粘細砂と褐色ソフトローム3／7  

P3セクション  

1 暗褐色 中締中粘細砂 BPl％FP3％  

2 鼻灰褐色 中綿中粘細砂 ローム粒3％  
3 黄褐色ハードロームと黄灰褐色中綿中粘細砂FP2％の6／4  

貯蔵穴セクション  
1 黒褐色 中締弱粘コロイド細砂 FP2％  

2 灰褐色 弱綿中粘細砂 FP2％ロームBlO％  

3 灰褐色 弱締中粘細砂 ロームB7％遺物粒あり  
4 暗褐色 弱締中粘細砂 CP2％  
5 灰褐色 中締中粘粗砂 ロームB5％  
6 暗灰色 中綿中粘微砂 ローム5％炭化粒あり、5が60％  

色  
中締弱粘微砂（粘土）焼土ブロック10％  
中締弱粘細砂 CP3％壌土7％  

中締弱粘微砂 焼土ブロック10％   

色  
色   

10 暗灰褐  

11灰白色  
12 灰褐色  

13 灰橙色  

14 暗赤褐  

15 暗黄褐   
16 褐色 中綿弱粘微砂  
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27号住居跡セクション  

1 暗褐色 中締弱粘細砂 BP2％FP5％  
1’褐色 中綿弱粘粗砂 BP2％FP5％ローム粒2％遺物粒1％  

2 暗黄褐色 高締弱粘FA純層  
3 暗褐色 弱締弱粘微砂 白色小粒P2％  
4 灰黄褐色 弱締弱粘微砂 スコリア状FA  
5 黒褐色 中綿中粘細砂 CP15％  
6 暗灰褐色 弱締弱粘粗砂／トCP3％  

7 黒灰褐色 中締弱粘コロイド細砂 CP3％  

8 灰褐色 中綿中粘細砂 BPl％FP2％  

9 黄褐色 中綿中粘細砂 ローーム  

10 暗灰褐色 中綿中粘微砂 粘土ブロック  
Il灰褐色 中綿弱粘粗砂 黄色ローム30％  
12 黒褐色 中綿中粘細砂 CP2％ローム粒・焼土粒あり  
13 暗褐色 中締中粘微砂 ローム粒2％  
14 暗褐色 中綿中粘細砂 F P2％  

15 灰黄色 中綿中粘粗砂 ローム粒5％  
16 灰褐色 中綿中粘微砂 B P2％FP5％ロし－ム粒2％遺物粒1％  
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1号住居跡 カマドセクション  

1 灰褐色 弱締微粘細砂 FP・BP3％混入  

2 暗褐色 中綿中粘細砂 粗粒BPl％ローム粒3％  
3 黄灰色 中締中粘微砂 ロームブロック  

4 黒褐色 中締中粘細砂 ローム粒3％  

1号住居跡セクション  

1 暗算褐色 弱締弱粘微砂 CP5％ローム粒3％  

2 暗黄褐色 弱締弱粘細砂 BP3％CP3％  
3 黒褐色 中締弱粘細砂 CP20％ローム粒5％  

4 暗褐色 弱締弱粘細砂 CP5％ローム粒3％  
5 黄灰褐色 ロームブロック  

6 暗褐色 中締弱粕淵砂 CP3％ローム粒微小  

暗褐色 中締中粘粗砂 BPローム粒1％  

暗褐色 中綿中粘細砂 ローム粒3％  

暗褐色 中締中粘微砂 ローム粒3％BPl％焼土粒1％  

黒褐色 中綿中粘細砂 粗粒BP3％焼土粒1％炭化粒1％  
褐色 中綿中粘細砂 BP・FPl％焼土粒3％  

赤橙色 高締徴粘焼土ブロック  
黄橙色 中締中粘徴砂（焼土化した粘土）  

8と11の混在  

褐色 中締弱粘微砂 煉土粒3％  

暗褐色 中綿中粘細砂 ロームブロック・壌土粒1％BPを含む  

暗褐色 弱締弱粘微砂と炭・焼土微粒の混在  

5
6
7
8
9
1
0
‖
1
2
1
3
1
4
1
5
 
 

7 暗褐色 弱締弱粘細砂 CP5％  
8 褐色 弱締弱粘細砂 ロームブロック3％  
9 黄褐色ローム 弱締弱粘細砂  
10 褐色 弱締弱粘コロイド細砂＼  

H－1  

旦＿162．50爪 －、、丁、∴iて‾  
C’  土＿162．80m  
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軋■  ▼  B ＿＿  162．80rn  

2号住居跡 カマドセクション  

1 暗褐色 中締弱粘徴砂 FP2％ローム粒1％  
2 褐色 弱綿弱粘粗砂 ローム粒3％  
3 黄褐色 中綿弱粘細砂 ローム  

4 赤褐色 中締弱粘細砂 焼土ブロック  
5 赤穫色 中綿弱粘細砂 焼土ブロック  

6 褐色 弱締弱粘細砂 壌土粒3％   

貯蔵穴セクション  
1 暗褐色 中綿弱粘徴砂 BP2％FP2％炭1％  
2 黒褐色 弱締中粘細砂 FP2％ローム粒2％庚5％  
3 暗褐色 中締中粘細砂 ロームブロック30％  
4 黄褐色 中綿弱粘細砂ローム   

2号住居跡セクション  

1 暗黄褐虐．中締弱粘微砂 粗粒を含むBP5％  

2 暗黄褐色 中綿弱粘細砂 BP3％  
3 黒褐色 中締弱粘細砂 BP3％ローム粒2％  

4 黒褐色 中締弱粘細砂 BP5％ローム粒2％  
5 黄灰褐色 ロームブロック  

6 黒褐色 弱締弱粘細砂 BP2％ローム粒2％  
7 褐色 中綿弱粘細砂 BP2％ロームブロック7％壌土3％  

8 暗黄褐色 中綿弱粘細砂 BP3％FP7％炭3％  
9 暗褐色 弱締弱粘細砂 FP2％ローム粒3％  
10 黒褐色 高締中粘微砂 ′トBP3％  
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4号住居跡 カマドセクション  
1暗褐色 中綿弱粘細砂 FP3％焼土粒・遺物粒あり  
2 黒褐色 中締弱粘細砂 ′J、FP2％灰7％  

4号住居跡セクション  

1褐色  高締弱粘細砂 CP20％遺物粒10％  
2 暗褐色 中締弱粘コロイド細砂 ′トCP15％  
3 黒褐色 中綿中粘微砂 CP3％  
4 暗褐色 中締中粘微砂 ′トCP3％  
5 黄褐色 中綿中粘細砂  
6 黒褐色 中締中粘細砂 CP5％ローム粒30％  
7 黒褐色 中綿中粘細砂 ローム粒・遺物粒5％  
8 黄褐色 中締弱粘蘭砂 ローム50％  

lト  

9号住居跡 カマドセクション  

1褐色 中綿弱粘細砂 BP2％FP2％ローム拉  
5％焼土粒・小礫を含む  

1’褐色 中綿弱粘細砂 BP2％FPl％焼土粒1％  
2 褐色 中綿中粘細砂 BP2％FPl％ローム粒  

3％遺物粒2％  
3 黄鴇色 中締弱粘細砂 ロームブロック  
4 暗褐色 中綿弱粘細砂 小BP3％  
5 灰褐色 中締弱粘細砂 BP2％焼土粒5％  
6 暗橙褐色 中締弱粘微砂 焼土ブロックに5を7％  
7 灰褐色 中綿中粘徴砂 BPl％壌土粒3％  
8 褐色 中綿弱粘細砂 焼土粒5％  
9 黄灰褐色 中綿中粘粗砂 BP2％FPl％  
10 灰色 中綿弱粘細砂 BP2％焼土粒3％  
11暗褐色ブロック  

12 灰褐色 中締弱粘細砂 BP2％焼土拉5％  
13 橙鴇色焼土ブロック  

14 褐色 弱締弱粘細砂 FP2％焼土粒2％  
15 暗赤褐色 中締弱粘細砂 焼土10％  

9号住居跡セクション  

1暗褐色 中締弱粘微砂 粗粒BP3％CP・FP5％ローム粒1％壌土粒1％  
2 褐色 中綿弱粘細砂 小BP5％CP・FP3％ローム粒1％焼土粒3％  
3 暗褐色 弱締弱粘細砂 ローム粒1％炭化粒1％  
4灰褐色 弱締弱粘細砂 FP3％焼土粒1％  
4㌧暗橙褐色 中綿弱粘細砂 堆土ブロック  
5 暗赤褐色 弱締弱粘粗砂 焼土塊・ローム粒を30％  
6 黄褐色 姻締弱粘細砂 ローム  
7 暗黄褐色 弱締弱粘細砂  
8 暗黄褐色 弱締弱粘細砂 ロームと砂の5／5  
9 暗灰褐色 中綿中粘細砂 焼土粒30％ローム粒5％BP】％  
0 黒褐色 中締中粘細砂 FP3％CPl％  

第10図 4・9号住居跡・カマド  
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10号住居跡 カマドセクション  

褐色 高締弱粘蘭砂 BPl％ローム粒3％  
黄褐色 中締弱粘細砂 BPl％FP2％焼土粒2％  

ローム粒1％  

褐色 中綿弱粘細砂 FPl％焼土粒2％炭化粒1％  
褐色 弱締中粘細砂 焼土粒2％FPl％黒色灰10％  
灰褐色 高締中粘細砂 BP2％FPl％焼土粒・塊7％  
暗灰褐色 中締弱粘徴砂 焼土粒2％  
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BP3％壌土粒1％黄色ローム   
％  

BPl％焼土粒5％  
BPl％FP2％壌土粒3％  
焼土3％  
青灰色灰に焼土10％  
壌土と灰の混在  
灰と炭の混在  

黄褐色 中締弱粘細砂  
ブロック70  

灰褐色 中締弱粘細砂  
黄褐色 中締弱粘細砂  
灰褐色 弱締弱粘微砂  
灰白色 弱締弱粘微砂  
赤褐色 弱締弱粘微砂  
暗灰色 弱締弱粘微砂  

l＞  
－ミ  

0  

褐色 中締弱粘微砂 BP15％FP5％CPl％遺物粒3％炭化粒1％  
褐色 中締弱粘細砂 BPl％FP3％遺物粒1％  
暗灰褐色 弱締弱粘細砂 ローム粒3％  
黄褐色 高締溺粘細砂 FP・BPl％焼土粒30％  
暗褐色 弱締弱粘細砂 ローム粒＋砂4ノ6焼土粒1％  
黒褐色 中綿中粘粗砂 FP3％ローム粒1％  

1
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
 

11号住居跡 カマドセクション  
1 暗灰褐色 中綿弱粘微砂 BP2％  

ローム粒3％焼土粒3％  
2 灰褐色 中締弱粘細砂 BP2％ロ  

ーム粒2％焼土粒3％  
3 灰褐色 中締弱粘細砂 FP2％ロ  

ーム粒3％焼土粒3％  
4 灰白色 中締弱粘細砂 BPl％粘  

土と灰  
5 褐色 中綿中粘細砂 灰7％壌土粒  

3％  
6 暗褐色 中綿弱粘細砂 BP2％橙  

褐色錬士塊10％  
7 灰褐色 中締弱粘細砂 ロームブロ  

ック7％焼土塊5％  
8 暗赤褐色 中締弱粘細砂 BP2％  

ローム粒3％焼土粒3％  
9 黄褐色 中綿弱粘細砂 ロームブロ  

ック  
10 暗灰褐色 中締弱粘細砂と黄灰色中  

綿弱粘ロームの4／6  

11褐色 中締弱粘細砂 BP2％′トF  
P2％焼士粒2％  

12 褐色 中綿中粘微砂 ローム粒・プ  

褐色 弱綿弱粘細砂 小FPl％小遺物粒1％ローム粒5％  
暗黄褐色 中綿弱粘微砂 FPl％ロームブロック10％  
暗褐色 中綿中粘微砂 FP2％CPl％小礫あり  

0 暗灰褐色 中綿中粘細砂 FPl％微ローム粒3％  
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号住居跡セクション  
灰褐色 高締弱粘細砂 BP2％FP2％ローム粒1％  
暗褐色 中締弱粘細砂 BP3％FP5％ローム粒3％遺物粒1％  
褐色 中綿弱粘徴砂 BP3％FP3％ローム粒1％遺物粒3％炭化粒1％  
暗褐色 中綿弱粘微砂 BPl％FP3％  
暗灰褐色 中綿中粘細砂 BPl％FP2％CPl％ローム粒2％  
褐色 中綿中粘細砂 BPl％FPl％CP2％遺物粒1％ロームブロック2％  
暗褐色 弱締弱粘細砂 FP3％CPl％遺物粒1％  
暗褐色 中締弱粘細砂 BP2％ロームブロック10％  
黒褐色 中綿中粘微砂 FPl％  
暗褐色 中綿中粘細砂 粗BP7％FP5％CP7％  
暗褐色 中締弱粘細砂 FP3％小遺物粒1％  
褐色 中綿弱粘細砂 FP2％CPl％  
黄褐色 中綿中粘細砂 砂とロームの5／5  
暗黄褐色 中締中粘細砂 BPl％FP3％ローム粒3％  
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第11図10・11号住居跡・カマド  
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ぅ主丁  

貯蔵穴セクション  
1 暗褐色 中締弱粘細砂 BPl％FP3％  

ローム粒2％焼土粒・炭化粒あり  
2 暗褐色 中締弱粘微砂 BPl％FP2％  

ローム粒2％  

3 暗褐色 中締弱粘細砂 ローム粒2％  

P－1セクション  

1 黒褐色 中締弱粘粗砂 BP5％  

2 黒褐色 中締弱粘細砂 BPl％FP2％  
ローム粒2％  

3 灰黒色 弱締弱粘細砂 FPl％ローム粒  
2％  

4 黒褐色 弱締弱粘粗砂 BP2％FPl％  
ロームブロック2％  

5 灰黒色 中綿弱粘細砂 ローム拉2％  

6 暗褐色 弱締弱粘細砂 FPl％小龍1％  

P－2セクション  

1 暗褐色 中綿弱粘細砂 BP5％FP3％  
遺物粒あり  

2 暗褐色 中締弱粘細砂 FP2％ローム拉  
2％  

8・3 暗灰褐色 中締中粘細砂 ローム粒1％  
‾ 4 黒褐色 中綿中粘徽砂  

5 灰黒色 弼締蘭粘細砂 ローム粒2％  
6 ロームブロック80％に暗灰褐色 中締弱  

粘細砂 FP2％  
7 暗褐色 中締弱粘細砂 BPl％ローム粒  

2％  P－3セクション  
1 暗褐色 中綿弱粘粗砂 BP3％FP3％ローム粒2％  

遺物粒5％  

2 暗褐色 中締弱粘微砂 BPl％FP2％ローム粒3％  
3 暗灰褐色 中締中粘細砂 ローム粒2％  
4 暗褐色 中綿弱粘細砂 FP2％ロームブロック2％  
5 暗灰褐色 中綿中粘粗砂 ローム粒3％  

黒褐色 中締弱粘細砂 BPl％FP3％ローム粒3％焼土粒・炭化粒あり  
灰褐色 中締中粘細砂 ローム粒3％焼土粒あり  
暗褐色 中綿中粘細砂 BPl％FP2％ローム粒3％  
暗灰褐色 中締弱粘細砂 FP2％ローム粒2％  
灰褐色 中綿弱粘粗砂 ロームブロック20％焼土粒・炭化粒あり  

12号住居跡セクション  

暗褐色 中締弱粘粗砂 粗BP3％FP5％  
＝1にローム粒3％  
褐色 中綿中粘細砂 BP3％FPl％遺物粒・炭化粒1％  
黄褐色 中締弱粘微砂 Fpl％ロームブロック10％  
暗褐色 中締弱粘細砂 BP3％FP3％遺物粒・ローム粒1％  
灰褐色 弱締溺粘細砂 FPl％遺物粒・ローム粒1％  
明黄褐色 中締弱粘細砂（ローム）  
暗灰褐色 中締中粘微砂 BP5％FP5％焼土粒20％  
暗褐色 中締弱粘徴砂 BPl％FP3％ローム粒2％  
褐色 中綿弱粘コロイド細砂 BP3％FP3％′ト礫・遺物粒・ローム粒を含む  
暗赤褐色 中綿弱粘細砂 BP3％FPl％焼土粒20％  
暗灰褐色 中締弱粘細砂 BP5％FP3％遺物粒・炭化粒1％  
暗褐色 中綿中粘コロイド細砂 8Pl％FP2％  
灰黄褐色 高締中粘細砂 FP2％CPl％細粒粘土  
灰黄色 中締中粘細砂 ロームに炭化物1％13の混在  
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15 灰黄色ロームブロック  

12号住居跡 カマドセクション  

1 灰褐色 中綿弱粘細砂 BP5％FP3％  
2 暗灰褐色 中綿弱粘微砂 BPl％FP2％ローム粒2％  
3 暗褐色 中締弱粘コロイド細砂 CP2％焼土粒2％  

4 暗灰褐色 中締弱粘細砂 壌土粒3％  
4’時灰褐色 中綿弱粘細砂 壌土粒7％ローム粒3％  
5 褐色 中締弱粘細砂 焼土ブロック7％  

6 褐色 中締弱粘應砂 焼土粒2％  
7 褐色 中締弱粘細砂 BP2％焼土粒3％  

A＿16さ．70†【  
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13号住居跡 カマドセクション  
1 褐色 中綿弱粘コロイド細砂 BP2％壌土拉2％炭化粒  

1％小礫あり  
2 灰褐色 中締弱粘細砂 FP2％焼土粒1％  
3 暗灰褐色 弱締中粘微砂 壌土B3％  
41掛灰褐色 弱締弱粘微砂 FP2％焼土粒1％  
5 灰格色 弱締弱粘細砂 FP3％  
6 灰白色 弱締中粘細砂 焼土粒3％  
7 褐色 中綿弱粘細砂 BPl％FPl％焼土粒2％  
8 橙褐色 焼土ブロック  
9 褐色 中綿中粘細砂 焼土2％灰2％  

貯蔵穴セクション  
1暗灰褐色 中綿弱粘細砂 ローム粒3％  
2 灰褐色 中締弱粘細砂 FP2％ローム粒あり  
3 灰褐色 中締弱粘微砂 焼土粒2％  
4 暗褐色 中締弱粘細砂 焼土粒5％  

13号住居跡セクション  
1暗褐色 中締弱粘細砂 FP5％BP2％ローム拉1％炭化粒・  

遺物粒あり  
2 暗褐色 弱締弱粘粗砂 FP3％BP2％  
3 暗褐色 中締中粘微砂 FP3％BP2％遺物粒・ロームブロック・  

炭化粒を含む  
4 灰褐色 中締弱粘粗砂 FPl％ローム30％混在  
5 暗灰褐色 中締弱粘粗砂 FPl％  
6 晴美褐色 中締弱粘細砂 ロームブロック  
7 暗褐色 中締中粘粗砂 BP2％FPl％ロームブロック30％  
8 暗灰褐色 中締中粘粗砂 BPl％白色粘土20％ロームブロック7％  

N
む
－
丁
 
 

／  

／  

」  
l  l  

」  
■1  

1  1  

ヒ  
1  

1  

コ  
l  J  l  

「  
」  
1  

」  
l  J  

■．  

＼  

H－14  
2  生■  A＿164．10nl  

14号・住居跡 カマドセクション  

1暗黄褐色 弱締鴫粘細砂に橙色焼土ブロック・炭50％  
2 暗黄灰色 弱締弱粘細砂に焼土ブロック・粘土30％  
3 黄褐色 中締弱粘細砂に焼土粒50％  
4 黒褐色 弱締弱粘細砂に炭化粒15％焼土粒10％  
5 黄褐色 中締弱粘微秒（ローム）焦土粒3％  
6 黒灰色 中綿中粘微砂 灰と砂の5／5  
7 晴美褐色 中締弱粘細砂 FP3％遺物粒1％  
8 黄褐色 中締弱粘細砂に炭化粒15％旋土粒10％  

第13図13・14号住居跡・カマド  
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P1セクション  

1 暗褐色 中綿中粘細砂と  

黄褐色ローム4／6  

2 暗褐色 中締弱粘細砂  
ローム粒2％  

P2セクション  

1 暗褐色 中綿中粘細砂  
BP2％  

2 暗灰褐色 中綿弱粘細砂と  
ローム4／6  

3 暗灰褐色 中締弱粘細砂と  
ローム6／4  

l？  

P3セクション   

1 灰褐色 中締弱粘細砂   

2 褐色 中締弱粘細砂ローム  
鞋●3 橙褐色 中綿弱粘細砂 下部に煉土ブロック   

4 黒灰色 弱締弱粘微砂とローム4／6  

P4セクション   

1 褐色 中綿弱粘細砂 BP2％  
2 褐色 中綿弱粘微砂とローム6／4  

3 褐色 中綿弱粘細砂 ハードロームブロック  

P5セクション   

1 灰褐色 中締弱粘細砂  

2 責色 中綿弱粘細砂  

3 褐色 中綿弱粘細砂 ローム粒5％  

4 共催褐色 中締弱粘粗砂 YP混入ローム  
5 褐色 中締弱粘細砂 ソフトローム  

6 黄褐色 中締弱粘粗砂 ハードローム  

P6セクション   

1 黄褐色 中綿弱粘細砂ローム  

2 褐色 弱締弱粘細砂   
3 黄褐色 中綿弱粘細砂 ハードロームブロック  

P7セクション   

1 褐色 中綿弱粘細砂 BP2％   

2 暗黄褐色 弱締弱粘粗砂ローム  

3 黄褐色 中締弱粘細砂ローム  
4 褐色 中綿中粘細砂 BP2％  
5 暗黄褐色 中締弱粘細砂ローム  

け
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旦▼164．30m  

15号住居跡セクション  
1 褐色 高締弱粘細砂 粗粒BP20％FP3％  
2 褐色 高締弱粘微砂 BP15％FP3％炭化粒・遺物粒を含む  
3 暗褐色 高締溺粘徽砂 BP3％FPlO％  
4 暗褐色 中締中粘細砂 FP7％BP3％遺物粒あり  
5 暗褐色 弱締弱粘細砂 BPl％FP2％遺物粒あり  
6 黒褐色 中締中粘徴砂 小BP・小FPlO％  
7 暗黄褐色 弱締中粘徴砂 小ローム粒1％  
8 暗褐色 中締中粘細砂 BP3％FPlO％遺物粒2％炭化粒l％  
9 褐色 中締弱粘コロイド細砂 BPl％CP3％炭化粒1％  
10 褐色 高綿儲粘細砂 BPl％FP5％遺物粒3％  
11暗灰褐色 中締弱粘細砂 BP3％遺物粒3％  
12 暗灰褐色 中締弱粘粗砂 BPl％FP3％′ト礫・微遺物粒を含む  

15号住居跡 カマドセクション  

1灰黄褐色 中締中粘細砂 BPl％FPl％焼土粒2％  

2 橙色 中綿弱粘微砂  
3 灰褐色 中締弱粘細砂 焼土3％  
4 黄褐色 高締中粘徴砂 BP2％FPl％焼土粒3％  
5 灰褐色 高締弱粘細砂 FPl％小礫1％焼土粒3％  

6 橙褐色 中締弱粘細砂 FPl％壌土粒20％  

6  A・  7 暗褐色 中締弱粘細砂 壌土粒7％  旦＿ 164．20nl  
8 灰褐色 弱縮弱粘粗砂  

7  9 暗褐色 弱締弱粘粗砂 小礫3％  

10 赤褐色 弱締弱粘細砂 壌土と灰の混在  

第14図15号住居跡・カマド  
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P1セクション  

1 黒褐色 中綿弱粘細砂  
FP2％ローム粒2％  

2 黒褐色 中綿弱粘細砂  
BP2％F Pl％  

3 黒褐色 弱締弱粘細砂  
ローム粒2％  
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P－2セクション  

1 暗灰褐色 中締弱粘コロイド細砂  
BP2％FP2％ローム粒5％  

2 褐色 中綿弱粘細砂  
F Pl％ローム粒3％  

旦＿16さ．70爪＿と■  
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P3セクション  

1 暗灰褐色 中綿弱粘細砂  

FP2％ローム粒2％  

2 暗褐色 中締弱粘コロイド細砂  
砂30％ロームブロック20％  

3 暗灰褐色 中締弱粘細砂  

FP2％ローム粒2％  

1．16さ．80爪エー  

P4セクション  

‾、士こ   
1黒褐色 中綿中粘細砂 BP2％FP2％ローム粒1％  
2 黒栂色 中締弱粘細砂 BPl％ローム粒2％  
3 暗褐色 中締弱粘コロイド細砂 BPl％ローム粒2％  

17号住居跡セクション  
1 暗褐色 中綿弱粘細砂 BPlO％FP7％ローーム拉1％  
2 黒灰褐色 中締弱粘細砂 小BP7％FP3％遺物粒1％ローム粒1％  
3 暗灰褐色 中締弱粘儲砂 BP2％FPl％焼土粒・炭化粒各1％  
4 暗灰褐色 中綿中粘細砂 BP2％FP3％CPl％  
5 暗褐色 弓寿締中粘細砂 BPl％FP2％  
6 灰褐色 中綿弱粘細砂 BP3％FP5％遺物粒2％ローム拉2％小礫1％  
7 黒褐色 中締弱粘細砂 BP2％FP3％遺物粒1％  
8暗褐色 中綿中粘微砂 BPl％FPl％  
9 灰褐色 弱締弱粘細砂にローム粒15％  
10 黄褐色 弱締弱粘細砂 砂とローム6／4  
11暗灰褐色 中締弱粘粗砂 BPl％FP3％炭化粒3％  

A  

17号住居跡 カマドセクション  

1暗灰褐色 中締粥粘細砂 BP3％焼土粒2％  
2 暗灰褐色 中綿弱粘コロイド細砂 BPl％FP2％  
3 灰褐色 弱締弱粘コロイド細砂 FP2％壌土粒2％ 灰層  
4 赤褐色 中締弱粘細砂 焼土ブロック  
5 灰褐色 中締中粘微砂 BP2％ローム粒1％と灰の6／4  
6 暗灰褐色 中締弱粘細砂 灰30％焼土粒10％  
7 暗褐色 中締弱粘細砂 FP2％壌土粒15％白色灰5％  

旦’ 8 灰褐色 中締弱粘粗砂 BP5％灰10％  
9 暗灰褐色 中綿弱粘細砂 BP3％ローム粒2％焼土粒2％  
10 9に壌土ブロック40％  

11暗褐色 中締弱粘細砂 BPl％炭化物・焼土1％  
12 青灰色 弱締弱粘微砂 灰層  
13 黒褐色 弱締弱粘細砂 焼土粒・炭化粒3％  
14 灰褐色 中綿中粘細砂 BP3％・錬士粒1％  

第15図17号住居跡・カマド  
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16号住居跡 カマドセクション  
1 暗褐色 中締弱粘細砂 FP2％焼土粒2％  
2 暗赤褐色 中締弱粘細砂 焼土粒5％凝灰岩片を含む  
3 暗灰褐色 弱締弱粘細砂 焼土粒3％  
4 暗褐色 中締弱粘細砂 CP3％焼土粒2％  
5 黒色 弱綿中粘微粒炭層 小FPl％焦土粒2％  
6 灰黒色 中締弱粘微砂 炭を6％含む  
7 灰褐色 中締中粘微砂 BP2％FPl％炭化粒2％  
8 灰褐色 中綿弱粘粗砂 BP5％FPl％炭化粒2％  
9 青灰色 弱締弱粘微砂 灰と炭化物の混在  
10 黒褐色 中締弱粘細砂 灰と炭化物に3が混在  

B
一
 
 

16号住居跡セクション  
1 暗褐色 高綿領粘粗砂 BP7％FPlO％遣物粒・炭化粒・ロー  

ム粒各1％  

2 褐色 中綿弱粘細砂 BP3％FP・CP7％炭化粒・小遺物粒1  
％ローム粒2％  

3 暗灰褐色 中綿弱粘細砂 FP3％BP・CP各1％ローム粒・／ト  
遺物粒・炭化粒1％  

4 暗灰褐色 中締中粘微砂 CP・FP・BP各1％焼土ブロック3％  
5 褐色 弱締弱粘コロイド細砂 FP3％  
6 暗褐色 中締弱粘細砂 FP3％BPl％  
7 暗灰褐色 中締弱粘コロイド粗砂 FPl％  
8 暗褐色 中締弱粘細砂 BPl％FP3％遺物粒1％  

「－＼，＼・上－ ＼・＼  ～
牛
丁
 
 

J／  
J／  

′′  
ノ  

′ l  

上＿164．60m  

旦■  ＿  

ノラ／／H1年－J            J  
18号住居跡 カマドセクション  

1 黒褐色 中綿弱粘細砂 BPl％ロームブロック・焼土粒1％  

2 暗黄褐色 中綿弱粘細砂 焼土粒1％  

3 暗赤橙色 高締弱粘焼土ブロック  

4 褐色 弱締弱粘微砂 焼土粒3％  ′′′  
‘ 

I i 

′′  

I , ′  
赤褐色 焼土ブロック  
黄褐色 中綿中粘細砂 ロームブロック  
暗黄褐色 中締弱粘細砂 BP3％ローム粒5％小礫を含む  
褐色 弱綿中粘細砂  
黒灰色 弱締弱粘徴砂 炭化物と灰の混在  
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貯蔵穴セクション  
1 黒灰色 中締弱粘粗砂 BP3％ローム粒・遺物粒2％  
2 暗黄褐色 中締弱粘細砂 BPl％FP3％遺物粒2％  
3 暗褐色 中締弱粘微砂 ロームブロック5％壌土粒3％  

炭化粒あり  
4 暗褐色 弱締弱粘細砂 ローム粒3％礫あり  
5 暗褐色 中締弱粘細砂 ローム粒3％  

18号住居跡セクション 4  
1 撹乱層  
2 暗褐色 中締弱粘細砂 BP・FP30％ローム粒あり  
3 黒褐色 中締弱粘微砂 微粒BP・FP7％ローム粒あり  
4 暗褐色 中綿弱粘微砂 BP・微粒FPl％ローム粒3％  
5 黄褐色 中綿中粘細砂 ソフトローム  
6 黒褐色 中綿中粘粗砂 BP3％FP5％ロームブロック・遺物粒あり  
7 暗褐色 中綿中粘細砂 FP3％BPl％壌土粒1％ロームブロックあり  

第16図16・18号住居跡・カマド  
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貯蔵穴セクション  
1 暗褐色 中締弱粘細砂 BP3％ローム粒2％  
2 灰褐色 中締弱粘細砂 FP2％ローム粒5％炭化粒2％焼土粒あり  

3 暗黄灰色 中締弱粘細砂 ローム粒3％  

4 暗灰褐色 弱締弱粘細砂 ローム粒2％焼土粒あり  
5 黄灰色 高締弱粘粗砂 ハードロームブロック   

19号住居跡 カマドセクション  

1灰褐色 中綿弱粘細砂 BPl％FP3％ローム粒1％焼土粒2％  

2 黒褐色 中締弱粘細砂 FP2％小礫3％ローム粒・遺物粒1％  

3 暗褐色 中締弱粘コロイド細砂 小BP・小FPl％小礫1％焼土粒1％  
4 灰褐色 弱締弱粘細砂 焼土粒7％炭10％  

5 暗褐色 中締弱粘細砂 FPl％燥土粒3％  

6灰褐色 中綿弱粘細砂 焼土粒7％灰20％  

7 暗灰褐色 中締弱粘コロイド細砂 BPl％FP2％焼土粒1％  

8 黄褐色 中締中粘細砂 BPl％FPl％焼土粒3％  
9 黒褐色 弱締弱粘コロイド細砂 焼土粒3％  

10 黒褐色 中締弱粘細砂 焼土粒3％炭化粒2％  

11灰褐色 中締弱粘徴砂 焼土粒5％  
12 橙色焼土■ブロック  

13 褐色 中綿弱粘細砂 BPl％焼上粒10％  

14 黒褐色 中綿弱粘細砂 庚と灰の混在  

19号住居跡セクション  
1灰褐色 中綿弱粘粗砂 BPl％FP3％小磯5％遺物粒  

1％炭を含む  

2 暗褐色 弱締弱粘細砂 BP7％FP3％ローム粒を含む  
3 黒褐色 中締弱粘コロイド細砂 BP3％微遺物粒3％  
4 暗褐色 中綿弱粘コロイド細砂 FP3％遺物粒・小礫・  

ローム粒・BPを含む  
5 暗楓色 中綿中粘微砂 微FPl％  
6 褐色 高締弱粘細砂 BP5％  
7 褐色 中綿弱粘粗砂 小BP3％ローム粒3％  
8 暗褐色 中締弱粘細砂 BP3％FP5％遺物粒あり  
9 灰褐色 中綿弱粘細砂 RP3％焼土粗粒20％  
10 暗灰褐色 中綿中粘細砂 BP2％FPl％焼土ブロック  
11暗褐色 弱締弱粘細砂 BPl％FP3％  
12 黄褐色 粥締弱粘細砂（砂質ローム）  
13 灰黄色ロームブロック  
14 褐色中綿弱粘細砂 BP2％FPl％ローム粒3％  
15 褐色弱綿弱粘細砂 FPl％  
16 暗灰褐色弱締中粘微砂FP・BPl％微遺物粒1％  
17 灰褐色中綿中粘コロイド細砂  
18 暗灰褐色中締弱粘細砂BP・FP・CPl％遺物粒l％  
19 暗灰褐色中綿中粘微砂 BP・FPl％  
20 暗灰褐色弱締弱粘コロイド細砂BP・微遺物粒あり  
21灰褐色高締中粘細砂 FP3％BP・遺物片あり  

20号住居跡セクション  
1暗褐色 弱締弱粘コロイド細砂 小BP3％ローム粒3％  
2 暗褐色 中綿弱粘粗砂 BP3％FP5％遺物粒を含む  
3 褐色 中綿弱粘細砂 BP3（舛バコーム粒30％  
4 褐色 中綿弱粘微砂 上都にBP3％下部にFPl％  

ローム粒1％，  

5 褐色 中綿弱粘微砂 BP3一路FP5％  
6 褐色 中綿弱粘コr】イド細砂 ′トFP5％ロ㌧一ム粒1一路  

BPl％，炭化粒あり  
7 黄褐色 中綿中粘微砂 小口ーム粒3％ロームブロックを含む  
8 暗褐色 弱締弱粘徴砂 FP3％ローム粒3％  
9 灰褐色 中締弱粘細砂 FP3一路BP・ローーム小B・遺物粒を  

含む  
10 黒灰褐色 中綿弱粘粗砂 BPl％FP7％ローーム粒20％・  

炭化粒3％  
BP3％FP2％ローム粒3％  
BPl％F P2％ロームブロック5％  
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BP5％FP2％  
ローーム粒3％  旦＿164．10m ！ 「二 十  

貯蔵穴セクション  
1 暗褐色 中綿弱粘細砂 BP2％FP2％ローーム粒3％  

2 暗褐色 中締弱粘細砂 小BP2％小FP3％ローム粒3％  
3 黒灰褐色 中綿弱粘細砂 小FP3％ローム粒2％  
4 灰黄褐色 中綿中粘微砂 ロームブロック7％  

第17図19号住居跡・カマド，20号住居跡  
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20号住居跡 カマドセクション  
1 暗灰褐色 中締弱粘細砂 BP2％FP2％ローム粒5％  
2 灰褐色 中締弱粘細砂 BPl％FP2％リーム粒2％  
3 黄褐色 中締弱粘細砂 CP2％焼土粒3％  
4 灰黄褐色 中締弱粘細砂 ローム壌土粒2％炭化粒1％  
5 灰褐色 中締弱粘細砂 BP・CP各1％焼土粒2％  
6 暗灰黄褐色 中綿弱粘微砂 ロームと焼土塊・灰の混在  
7 4に暗橙褐色壌土を20％  
8 暗灰色 弱締弱粘コロイド細砂 ロームブロック10％  

焼土粒2％炭化粒2％  
中綿中粘微砂（灰層）  
中締弱粘細砂 FP2％焼土粒2％  

P－1セクション  

1 暗褐色 中締弱粘細砂 FP2％ローム粒3％  

2 暗褐色 中締弱粘細砂 BP2％FPl％  

3 暗褐色 中締弱粘細砂 FPl％ローム粒2％  

P－2セクション  

1 暗灰褐色 中綿弱粘細砂 BP5％FP2％遺物粒あり  

2 灰褐色 中綿弱粘細砂 小BP3％  

3 灰黄褐色 弱締弱粘細砂 BP2％  

P－3セクション  

1 灰褐色 中綿弱粘細砂 BP3％ローム粒2％  

2 暗灰褐色 中締弱粘コロイド微砂 BP3％ローム粒2％  

9 黒灰色  

10 暗褐色   
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P4セクション  

1 暗灰褐色 中綿弱粘細砂 BP5％  

2 暗黄褐色 中綿弱粘細砂 BP2％ローム粒3％  

3 暗褐色 中綿中粘細砂 BPl％FP2％  

4 暗褐色 弱締弱粘細砂 FP3％ローム粒2％   
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22号住居跡 カマドセクション  
1灰褐色 中綿弱粘細砂 CP2％焼土粒2％ローム粒2％  
2 灰色 中綿弱粘コロイド細砂 ローム粒7％炭化粒1％  
3 灰黄色 中締弱粘細砂ロームに暗褐色弱締弱粘細砂10％  

壌土ブロック5％  
4 黒灰褐色 中締弱粘微砂 FP2％ローム粒3％  
5 灰褐色 中締弱粘細砂 FP2％ロームブロック3％  
6 黄褐色 中締弱粘細砂 ハードローム  
7 暗褐色 中締弱粘細砂 ロームブロック2％  
8 黒灰色 中締弱粘徴砂 焼土粒2％  
9 暗灰褐色 中締弱粘細砂 BPl％FPl％  
10 暗橙褐色 中綿弱粘細砂 壌土ブロック  
11灰褐色 弱締弱粘細砂 焼土粒3％灰3％  
12 黄灰色 弱締弱粘細砂 焼土粒3％  
13 灰白色 弱締中粘微粒 灰層  
14 暗褐色 弱締弱粘細砂 焼土粒2％  
15 褐色 弱締弱粘細砂 焼土粒2％  
16 褐色 弱締弱粘細砂 BP2％焼土粒2％  
17 灰褐色 弱締弱粘細砂 灰と炭化物≒11  
18 黒灰色 弱締弱粘徴砂 灰と炭化物  
19 ＝褐色 中綿弱粘細砂 BP・FPl％焼土粒3％  

炭化物2％灰3％  
P－1セクション  

1灰黄褐色 弱締弱粘粗砂 ローム粒5％  
2 黄灰色 中締弱粘細砂  
3 2に炭化物を10％含む  
4 暗黄褐色 中締弱粘細砂 ローム粒3％  
P－2セクション  

1 黒灰褐色 弱締弱粘粗砂 ローム粒3％  
2 象灰褐色 中締弱粘粗砂 FP3％ローム粒2％  
3 暗黄褐色 弱締弱粘細砂 ローム粒3％  
4 暗黄灰色 弱締弱粘細砂 ロームブロック3％  

22号住居跡カマド   

l＞  
旦■  ＿  旦＿164．50m   

8  

FP3％BPl％礫・遺物粒・ローム  

22号住居跡セクション  

1 暗褐色 中綿弱粘粗砂  
ブロックを含む  

2 褐色 中綿弱粘細砂／トFP・BPl％小礫・ローム粒を含む  
3 黒褐色 中締弱粘微砂 小FPl％遺物・礫を含む  
4 暗灰褐色 中締弱粘細砂  
5 晴着褐色 中綿中粘細砂 BPl％ロームブロック10％  
6 黒褐色 中綿中粘微砂 微BPl％遺物粒・ローム粒・炭化粒あり  
7 褐色 弱締弱粘細砂 ローム粒1％礫を含む  
8 暗褐色 中締弱粘細砂 FP3％ローム粒1％  
9 灰褐色 中締弱粘細砂 砂質ローム・礫あり   

貯蔵穴セクション  
1 黒灰色 中綿弱粘細砂 ローム粒3％焼土粒2％下部に2cmの炭層  
2 灰褐色 中締弱粘微砂 焼土粒7％ローム粒3％  
2’黒灰色 弱締中粘微砂 灰と黄色ロームのラミナ3枚  

3 黄色 中綿中粘ローム  
4 黄灰色 弱締弱粘細砂ロームと黄灰褐色 中締弱粘細砂砂質ロームの6／4  
5 暗褐色 弱締弱粘細砂 BPl％ローム粒2％  

第18図 20号住居跡カマド・柱穴，  
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23号住居跡 カマドセクション  
1暗褐色 中締弱粘細砂 BP・FPl％焼土粒2％  
2 褐色 中綿弱粘細砂 BPl％FP2％  
3 暗褐色 中締弱粘細砂 BPl％FP2％壌土粒5％  
4 暗褐色 中締弱粘細砂 BP2％FPl％焼土粒2％  
5 黄褐色 弱粘微砂にロームブロック20％混在  
6 暗灰褐色 中綿中粘細砂 FP3％焼土粒2％ロームブロック3％  
7 暗褐色 弱締溺粘コロイド細砂  
8 黒褐色 弱締弱粘徴砂 炭30％壌土粒5％  
9 灰褐色 中綿弱粘細砂 FP3％壌土粒1％  
LO 黒灰色 弱締弱粘細砂 炭化粒と灰の混在  

23号住居跡セクション  

1 暗褐色 中綿弱粘粗砂 BP3％FP3％  

2 黒褐色 中綿弱粘細砂 BP3％ローム粒  

3 暗褐色 弱締弱粘細砂 小FP2％  
4 黒褐色 中綿中粘徴砂 FPl％黄橙色粘土ブロック20％  
5 黄褐色 弱締弱粘細砂 砂質ロームブロックと砂  

∴一－ご ▲  
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24号住居跡セクション  
1 黒褐色 中締弱粘コロイド細砂 BP5％FP3％ローム粒・小礫2％桑根あり  
2 黒褐色 中締弱粘細砂 BP2％FP3％  
3 1と暗褐色 弱締弱粘細砂 ソフトロームの3／7  
4 暗灰褐色 弱締弱粘細砂 FP3％ローム粒2％とソフトロームの4／6  
5 灰黄色 弱締弱粘粗砂と暗褐色 弱締弱粘細砂の7／3  
6 暗灰褐色 弱締弱粘細砂 BPl％FP2％ロ，ム小粒1％  
7 褐色 中綿弱粘細砂 小FP3％小口ーム粒2％  

第19図 23号住居跡・カマド，24号住居跡  
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25号住居跡 カマドセクション  

1 褐色 中締弱粘細砂 BP2％FP2％遺物粒2％  
ローム粒2％  

2 黄褐色 中綿中粘細砂 FP2％  

3 2より粘性弱いローム粒2％遺物粒・炭化粒1％  

4 暗黄褐色 中綿中粘細砂 焼土粒3％  

5 灰褐色 中締中粘細砂 壌土粒3％炭化粒1％FP2％  
6 灰黄色 中締中粘細砂 粘土に焼土粒を含む  
7 暗褐色 中綿弱粘微砂 FPl％焼土粒3％  
8 暗黄灰色 粘土ブロック  
9 暗褐色 中綿中粘細砂 FP3％遺物粒1％  

旦＿†64．10m ＿⊆■  
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25号住居跡 貯蔵穴セクション  
1 暗灰褐色 中綿中粘徴砂 BPl％FPl％  25号住居跡セクション  

1褐色 中綿中粘細砂 BP3％FP3％cp2％遺物粒■ローム粒1％  2 暗褐色 中綿中粘細砂 FP3％  
3 褐灰色 中締中粘細砂 ロームブロック3％（下部炭層0．5c皿）  1’褐色 中綿弱粘微砂 BP3％FP3％CP2％  

2 褐色 中綿中粘粗砂 BP3％FP7％CPl％  

3 褐色 中締弱粘粗砂 小BP・FPl％遺物粒・炭化粒1％  
4 褐色 中綿中粘細砂 BPl％FPl％CP2％遺物粒1％  

5 灰褐色 中締中粘微砂 BP・／卜FP各1％ロームブロック20％  

6灰褐色 弱締弱粘細砂 BPl％ローム粒1％下部黄色ローム  
T－1 竪穴状遺構セクション  
1灰黄褐色 中締弱粘細砂 BP2％遺物粒2％ローム粒2％  
2 暗褐色 中綿弱粘微砂 BP2％ロームブロック10％礫あり  
3 暗褐色 中綿中粘細砂 BP2％FP3％ローム粒2％焼土粒2％灰2％  
4 黒灰色 中綿中粘細砂 FP2％CPl％炭2％   

5 暗灰褐色 弱締弱粘微砂 ロームブロック15％CPl％焼土粒2％炭3％   
6 暗灰褐色 中締中粘微砂 ロームブロック60％焼土粒2％炭2％   
ナ 黒灰色 中綿中粘微砂 CPl％FP2％ローム粒3％焼土粒・灰2％   
8 灰黒色 弱締弱粘コロイド粗砂 FP5％ロームブロックあり   
9 褐色 中綿中粘細砂 灰2％  

、10 灰黄色 中綿中粘細砂 ローム  

7 明褐色 中締中粘細砂 ローム  

8 黄灰色 中締中粘租砂 ローム粒15％  
9 暗褐色 中綿中粘徴砂 ローム15％  

11灰褐色 中綿中粘細砂と9の4／6  
12 黒灰色 中綿中粘細砂 CPl％FP2％ローム粒1％  

13 暗褐色 中綿中粘微砂 ローム帯5％  
14 灰褐色 中締中粘細砂 ロームブロック30％  

15 褐色 中綿中粘細砂 ソフトローム  
16 灰褐色 中綿弱粘細砂 BP3％FP5％遺物粒2％ローム粒2％炭化粒1％  
17 灰褐色 中綿弱粘コロイド細砂 BPl％黄色ロームブロック10％  
18 暗褐色 中綿中粘細砂 BP3％FP5％遺物粒1％炭化粒1％ローム粒2％  
19 暗灰褐色 中綿中粘細砂 BP2％FP2％遺物粒1％  
20 褐色 中綿中粘細砂 FP2％BPl％ソフトローム粒5％  
21黒褐色 中綿中粘コロイド粗砂 ローム粒7％BP3％FP2％  

22 暗褐色 中綿中粘細砂 BP2％FPl％小遺物粒2％ローム粒3％  

23 暗褐色 中綿弱粘細砂 BP2％FP3％  

24 暗灰褐色 中締弱粘コロイド細砂 FP2％  
＿旦■ 25 暗褐色 中締弱粘コロイド細砂 小礫2％ローム粒2％  ＿左一 旦＿165．80爪  

忘／ 
1セクション  
弱締弱粘コロイド細砂 BPl％遺物粒2％ローム  

弱締弱粘細砂  粒2％  
弱締弱粘微砂 ロームブロック10％  

10  

第20図 25号住居跡・カマド，1号竪穴状遺構  
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P1 セクション  

1暗褐色 中綿弱粘細砂 BP5％ロームブロック2％  

2 褐色 中綿弱粘細砂 BP3％ローム粒2％  

3 暗褐色 中締弱粘細砂 BP2％  

4 暗褐色 中締弱粘細砂 FPl％  

5 暗褐色 中綿弱粘粗砂 ローム粒2％BPl％   

P－2 セクション  

1 褐色 弱締弱粘粗砂 BP5％  
2 暗褐色 中綿弱粘細砂 BP7％ローム粒2％F P2％  

3 黒褐色 中綿弱粘細砂 F Pl％  

4 暗褐色 中締弱粘細砂 BP2％ローム拉1％  

5 暗灰褐色 中綿中粘細砂 ローム粒・FPl％  
6 黄色 中綿弱粘粗砂 ロームブロック  

7 灰褐色 弱締弱粘細砂  
8 黒褐色 中綿弱粘細砂 BP3％下部にロームブロック2％  

P
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
 

＋  3 セクション  

暗灰褐色 弱締弱粘粗砂 BP3％小礫1％FP3％  
黒褐色 中綿弱粘細砂 BP2％FP2％  
暗灰褐色 弱締弱粘粗砂 BP2％FPl％  
暗褐色 弱締弱粘細砂 BP5％FP2％  
黒褐色 中締中粘微砂 FP3（沌  
暗灰褐色 弱締弱粘細砂 FP3％ローム粒2％  
暗褐色≒5  

P4 セクション  

1暗褐色 弱締中粘コロイド細砂 BP2％FP3％ローム粒2％  
2 暗褐色 中綿中粘細砂 FP2％BPl％ローム粒1％  
3 暗褐色 中締弱粘細砂 FPl％BPl％ローム粒1％  
4 黒鴇色 弱締中粘コロイド細砂 FP2％ローム拉3％  
5 暗褐色 弱締中粘細砂（砂質土）にローム粒3％   

褐
色
色
色
色
褐
褐
色
 
 

1
暗
褐
褐
褐
褐
暗
暗
褐
 
 
 

P
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2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
 

王
 
 

卜
≠
十
 
 

巾
 
 

（
 
†
 
 

セクション  
色
 
 
 
 
 
 
色
色
 
 
 

中綿弱粘細砂 FPl％  

中綿弱粘細砂 FP2％  

弱締弱粘細砂 ローム粒2％  
中綿弱粘細砂 ローム粒3％FP3％  

弱締弱粘ソフトローム   
中綿弱粘細砂 ローム粒1％   

中締弱粘細砂 BP2％ローム粒2％  
中綿弱粘細砂ローム  

と  

P2 セクション  

1 暗褐色 中綿弱粘細砂 BP2％FP2％  
2 褐色 中綿弱粘細砂 BP2％  

3 褐色 中綿弱粘微砂 BPl％FP2％ローム粒1％  
4 黒褐色 中綿弱粘徴砂 BPl％FP】％微′ト礫2％  

P－3 セクション  

1 暗褐色 弱締弱粘粗砂 BP3％ローム粒3％  

2 暗褐色 弱締弱粘細砂 FP2％ローム粒1％  
3 暗褐色 弱締弱粘コロイド細砂 F Pl％ローム粒2％  
4 黒褐色 中綿弱粘紐砂 F P・CP2％  
5 灰褐色 弱締弱粘細砂と黄褐色ローム4／6  

164■50mて鯨‾‾16愉‾‾‾‾164●50M‾－   68 ‾雫戸 5杢蛋2  
0  1／60  2「¶  

第21図 1号掘立柱建物跡，2号掘立柱建物跡  
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A．165．00m  

6 黒灰褐色 中締中粘細砂 BP2％  
7 黒灰色 弱締弱粘徴砂とBスコリア7／3  
8 時灰色 中締弱粘細砂 BP3％ローム粒2％  
9 暗灰褐色 中締約粘細砂 BP2％FPl％  
10 Bスコリアと黒灰色弱締弱粘微砂7／3 ロームブロックあり  
11灰褐色 中綿弱粘細砂 BP2％小龍3％  
12 灰褐色 弱締弱粘微砂 粗礫10％  
13 1”にロームブロック  
14 ロームブロック  

8号住居跡セクション  

1 暗灰褐色 中締弱粘細砂 BP3％小磯あり  

1’暗褐色 贈締弱粘微砂とBスコリア2／8の混在  
1’’1にBスコリア10％  

2 暗灰褐色 中締弱粘粗砂 小BPスコリア7％  

3 暗褐色 中綿中粘細砂 BP2％FP2％斑文・遺物粒あり  

4 暗褐色 弱締弱粘細砂とBスコリアの混在  
4’Bアッシュ下部灰色上部あずき色  

5 黒灰褐色 中綿弱粘細砂 BP2％斑文20％  

旦＿164．60m  ■  

席料生 A．164．60m  
H－21 住居跡セクション  

1 暗褐色 中締弱粘細砂 BP2％ロームブロック5％  

2 黄褐色 中締弱粘細砂 ロームブロック  

3 暗褐色 中締弱粘細砂 CPl％遺物粒1％ロームブロック3％  
4 灰褐色 中締弱粘細砂 BP2％FP2％ロームブロック2％  

5 黒褐色 中締窮粘細砂 FP2％炭化粒1％と橙褐色ロームの3／7  
6 灰褐色 中締弱粘細砂  
7 灰褐色 中締弱粘細砂と橙褐色ロームの4／6  

H21 カマドセクション  

1 暗褐色 弱締弱粘細砂 ローム粒3％  
2 暗褐色 中締弱粘細砂 BPl％遺物粒1％  
3 暗灰褐色 中締弱粘細砂 BPl％ローム粒2％遺物粒1％  

第22図 8号住居跡・21号住居跡・カマド  

ー46－   



・
．
∵
 
 

東
根
 
 

藩
∴
崇
 
 

・
 

：
 

∵
∴
∴
∵
 

、
∴
昼
 
 

n
u
 
 

1
－
1
i
7
′
よ
∵
′
小
 
 

」一26グ   

仁．ざ・¶一′－  

一 
・：  

0－21グ  

■ 

ソト畑．・㌫ G－18グ  

∵
、
・
▲
 
 

■
 
l
 
′
 
 

．
 
 
 
h
．
 

㌧
圭
ヾ
 
 

ト・－▼・叫一一・・－■－へ■■－・「  

一′一一・一′ナ1i、‾‾で■‾「■－t  

∴∴ 
：・ 

‘「■1＝TT，  

レiさ三二＝ニニニ       ▲ ＿＿＿－ナ■▼－－1一■ 一一′  ー■－川一一▼け－，一■  

ご一ヅ・ご声ンこF－J【   

⊥‾．・・＜’ニー  

■J∴▼t ・■■  

十三ゝ  
H－24グ   

L－15グ  

■
 
 
 
 
●
 
 

｝
 
ノ
 
 

ー
ー
ー
ー
 
 

t
h
r
 
 
 

一－、一■ ヾ Jナ．■・ 一、′ごヾu；－’ニー′＿・ぺ一   

キー、‘  
r．も、モ   “

†
 
 

ぶ
ヽ
 
γ
 
 
 
 
1
▲
 
 

∵
－
 
エ
丁
 
 

▲
－
 
 
 

し
 
一
 
㌔
、
品
 
㌧
 

ヽ
 
 

－′   

‾1、■，りヽ′．  ▼ 
＿一▲  ∴＿．▲t曇♪岬－  

入
ヽ
 
 事王墓痙芸■さ．＿   

■‾－一一■l一  ●－－ －         ′－  ヽ「  ‾ 
I  ・’‘一千ニ‾■－∴■l■．  

G－25グ  

■＿上さ．  

、、▲㌣干二く  
もサrこ一・■、，h  

H－24グ  

J  

G－25グ  

∴・．∴－・∴－  √■ 「一1ノ′  
′ごノー一／；J・  

「「  
●▼  

′l・∴∵イ∴‥・一升l  

（一  ・：；・′′轟′′・  
．■－  

′－′l■l   ・〆・l：・ノー・Jノ ▲l   ‾ 
ノ∴㌫守隼．・ン    ／ J l  

」一20グ  

L－16グ  

M
〓
〓
〓
u
 
 

瑞
軒
 
 

〓
 
レ
 
、
、
 
 

、
 

一
 
 

て
 

〃
＝
〃
〓
〓
u
 
 

一
・
†
J
・
－
 
 人

 
 

∵
、
、
 
 

t 一  人  

し・．・・  
、
㍉
・
∵
′
1
．
】
 
 

・宣亙‘；主．手  

一．ご▲＿  

▼－ ■ －・′‾二二二二‾こ二二  
′、  

て 

ヾ 1．■  

・丁・ ．  

ヽ ■  
／
．
 
′
▼
′
 
 

Q－20グ  

M－25グ  

5C爪  

縄文時代の遺物  

一47 一  



闇  ノ  

＼垂  
‥「 て、、→  

．
 

．
ヽ
り
一
 
 

¶
 

、
ヽ
J
ノ
ト
 
 

ノ
／
′
 
 
 

0  1／2  5cm  0  1／5  10cm  0  1／5  20cm  

（87）  （1．2．4，7．9．11．13．14．20．24．29．57．85．85）  

遺物実測図 1  
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図版 2  
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